
安藝 浩資 様　  石橋   聡　    様　  石村 倫子 様　  伊丹   直也  様　  岩崎 栄次 様　

上町   昊 　様　  植村   新　    様　   呉　 恒　 様　  河野    敏隆  様　  下元 祐子 様　

高木 宏典 様　  田中   敏　    様　  土肥 博文 様　   直井 小百合様　  沼田 昌宏 様

樋口 一也 様　  古田口 正志 様        山口 勝己 様

ご支援いただいた皆さまのご芳名につきまして
は、徳島大学公式ウェブサイトでも掲載しており
ます。
徳島大学では、学生の修学や課外活動等が充
実していくよう引き続き学生に寄り添い支援して
まいります。今後も、徳島大学の取組および徳
島大学基金の充実にご理解とご協力を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

〈個人の皆さま 五十音順 〉

　皆さまには、平素から 徳島大学の教育、研究、社会との共創活動に対しまして様々
なご理解・ご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　徳島大学は、未来を見据え、現在までに培ってきた知と人の財産を継承し、新しい
時代と社会の課題に応えうる教育・研究の充実を図って参ります。 徳島大学が将来に
わたり「人、地域をはぐくみ未来をつくる」活動を精進していくには、長期的に安定し
た財産基盤の強化、基金の充実が不可欠です。 教職員はもとより、卒業生、保護者
の方 を々はじめ、企業、団体などの皆さまにおかれましては、温かいご支援とご協力を
賜りますよう、 よろしくお願い申し上げます。

  学生団体支援チャリティーイベント
   （2022年12月5日から11日まで実施。）

　本学の学生団体の活動を広く認知・共感いただき、彼
らの取組を応援していただく機会としてオンライン上でチャリ
ティーイベントを開催しました。
　最終的に 4,035名の皆さまから「応援票」と各学生団
体への「応援メッセージ」をいただきました。たくさんの方
にご声援やご支援をいただき、誠にありがとうございました。
学生団体の支援のため、大切に使わせていただきます。

2022年10月から12月までの間に、徳島大学基金にご寄附いただいた皆さまのご芳名を紹介させていただきます。
ご支援、誠にありがとうございました。

  ロケットプロジェクト2022
※徳島大学発クラウドファンディングサイト『Otsucle』にて
2022年11月4日から2023年1月31日まで実施。

　徳島大学イノベーションプラザの学生プロジェクト「徳島大学ロケットプロジェ
クト」がクラウドファンディングに挑戦しました。自分たちの製作したロケットを今よ
り高く打ち上げ、安全に回収できる技術を構築するためにいずれ成層圏、宇宙
圏へ到達できる自作ロケットを目指し、ご支援を募った結果、46名の皆さまから
1,911,000円のご支援をいただきました。
　あたたかいご声援・ご支援をいただき、誠にありがとうございました。

詳しい結果報告は
上記特設サイトに
掲載しています

徳島大学基金
寄附者のご紹介ページ

徳島大学への
ご支援について

寄 附 者 の ご 紹 介

徳大広報とくtalk No.191をお読みいただきありがとうございます。
ご意見ご感想は下記にお寄せください。
発行:  徳島大学総務部未来創造課  徳島市新蔵町2-24 
〒770-8501  TEL： 088-656-7021
E-mail: koho@tokushima-u.ac.jp
URL: https://www.tokushima-u.ac.jp/about/publicity/toku_talk
発行日: 2023年4月 本誌は年4回（4月、7月、10月、1月）発行

●本誌表記の所属・学年等は令和4年度時点のものです。 
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徳島大学
ホームページ

【お問合せ先】 徳島大学総務部未来創造課   Tel：088-656-9979   E-Mail：dosokikink@tokushima-u.ac.jp

編 集 後 記 総合科学部 准教授  佐原 理
　春の穏やかな光に包まれ、世界中を覆った暗雲を抜けた船が今まさに輝く水面を滑り出そ
うとしています。順風満帆、私たちの進路は、まだ見ぬ世界への期待と活力に満ち溢れてい
ます。本誌に登場する教員や学生の顔を見てみてください。多様性に溢れ笑顔で生き生きと
躍動しています。私たち徳島大学は変化の激しいこの世界において、常に未来をみつめ創
造性豊かに持続可能な世界を開拓し、この国で、そして世界で活躍する人材育成に力をい
れています。知的好奇心を高め広い海原へと漕ぎ出す若人に私たちは未来を照らす灯台と
して、いつまでも教え・導く光でありたいと願っています。新入生のみなさん、高い研究力と教
育力をもつこの徳島大学へようこそ。この徳島の地で過ごす時間の中で、世界で活躍する叡
智を身につけ、また大きな海原へと漕ぎ出していってもらえたらと思います。
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
徳
島
大
学
へ
よ

う
こ
そ
。
皆
さ
ん
の
ご
入
学
を
徳
島
大

学
を
挙
げ
て
お
祝
い
し
ま
す
。
こ
の
3

年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で

厳
し
い
高
校
生
活
や
受
験
生
生
活
を
お

く
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。こ
の
度
、

晴
れ
て
徳
島
大
学
へ
入
学
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
の
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
て
大
学
生

活
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

社
会
の
変
化
と
大
学
の
学
び

さ
て
本
稿
で
は
、
新
入
生
の
皆
さ
ん

に
、
あ
え
て
大
学
学
部
の
さ
ら
に
先
の

学
び
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
ぜ
「
あ
え
て
」
な
の
か
？ 

そ
れ
は
大
学
生
活
を
始
め
よ
う
と
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
の
皆

さ
ん
に
、
そ
の
先
の
大
学
院
（
修
士
課

程
、
博
士
課
程
）
へ
の
進
学
も
大
い
に

視
野
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

今
や
世
界
は
か
つ
て
な
い
速
度
で
変

貌
を
続
け
て
お
り
、
未
来
の
社
会
に

は
期
待
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
の

加
速
や
そ
れ
に
伴
う
生
産
人
口
の
減

い
う
学
位
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
現
実

的
な
話
で
恐
縮
で
す
が
、
学
部
卒
（
学

士
号
取
得
）、
修
士
修
了
（
修
士
号
取

得
）、
博
士
修
了
（
博
士
号
取
得
）
の
そ

れ
ぞ
れ
の
賃
金
格
差
を
比
較
し
ま
す
。

元
デ
ー
タ
と
し
て
、
内
閣
府
の
設
立
し

た
e-

C
S
T
I
（
e-

シ
ス
テ
ィ
）
と

い
う
デ
ー
タ
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
デ
ー
タ
を
用
い
ま
す
。「
人
材
育
成

に
係
る
産
業
界
ニ
ー
ズ
の
見
え
る
化
」

（
2
0
2
0
年
10
月
）
に
よ
る
と
、「
い

ず
れ
の
職
種
に
お
い
て
も
、
業
務
と
の

関
連
度
、
や
り
が
い
、
年
収
レ
ベ
ル
は
、

概
ね
、
博
士
が
最
も
高
く
、
修
士
、
学

士
、
高
専
と
続
く
傾
向
」。
ま
た
、「
い

ず
れ
の
職
種
に
お
い
て
も
、
年
齢
が
上

昇
す
る
に
つ
れ
年
収
レ
ベ
ル
は
上
昇
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
20
代
の
技
術

系
研
究
職
に
お
い
て
は
、
近
年
博
士
の

年
収
レ
ベ
ル
が
大
幅
に
上
昇
」
と
分
析

さ
れ
て
い
ま
す
。

To infinity... and beyond!

本
稿
で
は
、
先
ず
は
分
か
り
易
い
給

与
年
収
の
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
し
た

が
、
現
代
の
社
会
で
は
終
身
雇
用
を
旨

と
し
た
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら
、
よ

り
専
門
的
な
ス
キ
ル
が
必
要
と
さ
れ
る

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
点
で
、
研
究
生
活
を
通
じ
て
身
に
つ

け
た
博
士
課
程
修
了
者
の
仮
説
設
定
、

論
理
的
検
証
等
の
高
度
な
能
力
は
、
今

後
の
多
様
な
職
種
に
と
っ
て
大
い
に
武

器
に
な
り
ま
す
。
わ
が
国
も
博
士
課
程

修
了
者
と
い
う
高
度
人
材
の
輩
出
を
急

務
と
し
て
、
新
た
な
奨
学
金
や
研
究
費

の
支
援
制
度
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
徳
島
大
学
に
お
い
て
も
博
士
課

程
学
生
の
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
制
度
や
研

究
留
学
支
援
制
度
等
を
設
け
、
博
士
課

程
進
学
を
大
い
に
推
奨
し
て
い
ま
す
。

こ
の
2
月
中
旬
に
、
こ
う
し
た
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
受
給
生
の
研
究
発
表
を
聴

講
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
学
生
は
既

に
学
生
と
い
う
レ
ベ
ル
を
超
え
て
お

り
、
私
た
ち
は
「
ス
カ
ラ
ー
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
本
学

へ
の
入
学
当
初
に
、こ
う
し
た
若
き「
ス

カ
ラ
ー
」
を
目
指
し
て
学
術
の
深
奥
に

挑
み
、
さ
ら
に
博
士
号
を
取
得
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
進
路
で
世
界
に
雄
飛
、
活
躍

す
る
選
択
肢
も
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

少
、
自
然
環
境
の
悪
化
や
感
染
症
の
拡

大
、
世
界
各
地
に
お
け
る
紛
争
な
ど
の

不
安
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
わ
が
国
は

「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
と
言
わ
れ
、

Society

5.0
と
呼
ば
れ
る
超
ス
マ
ー
ト

社
会
（
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空

間
の
融
合
に
よ
る
人
間
中
心
の
社
会
）
の

実
現
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
健
全

な
世
界
を
後
世
に
伝
え
残
し
て
い
く
た

め
、S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
つ
い
て
も
実
現
に
向
け
た
努
力
が
必

要
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
今
後
そ
う
し
た

社
会
で
生
き
、
先
導
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
世
間
で
一
般
に
言
わ
れ
る

と
こ
ろ
の
、
良
い
就
職
先
に
入
り
終
身

雇
用
で
勤
め
上
げ
る
人
生
は
す
で
に
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
併
せ

て
、
世
界
の
先
進
国
の
雇
用
事
情
を
観

て
み
ま
す
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
で

は
博
士
号
を
有
し
て
い
る
人
た
ち
が
重

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
は
残
念

な
が
ら
、
わ
が
国
は
立
ち
遅
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
は
、
今
ま
さ
に
大
学
に
入

学
し
た
ば
か
り
で
、
ま
ず
は
学
士
の
学

位
を
4
年
間
ま
た
は
学
部
に
よ
り
6
年

間
を
か
け
て
取
得
し
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
先
の
大
学
院
で
は
、
修
士
や
博
士
と

新
入
生
の
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
て
徳
島
大
学
長  

河
村 

保
彦 

（
か
わ
む
ら 

や
す
ひ
こ
）　

特 集   新入生歓迎号
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ

います。

　新型コロナウイルス感染症の影響がまだ

残る中ではありますが、大学生活は日常に

戻りつつあります。入学式では、皆さんと直

接お目にかかれることを楽しみにしています。

　総合科学部では、人文・社会・人間科学

分野の幅広い学びと、物事を複合的・多面

的に捉える視点を提供します。入学後、さ

まざまな授業を受ける中で、それぞれの学

問分野の奥深さ、面白さを存分に味わって

もらい、またその中で関心に応じて将来進

みたいコースや専門分野を定め、さらに深

い探究を進めていっていただければと思い

ます。地域の「現場」に足を運び地域課

題の解決法を考える実践型の授業などもあ

り、高校までの学びとはまた違った新鮮さと

発見があるはずです。

　また、皆さんには、勉学だけでなく、課

外活動、アルバイト、趣味、旅行など、幅

広い経験を通じて多くの人や世界と出会い、

刺激を受ける中で成長していってもらえたら

と思っています。好奇心をもってチャレンジ

することで、道は開けてきます。

　皆さんの一人一人が、さまざまな出会い、

喜びと実りの多い大学生活を送られるよう

心からお祈りし、私からの歓迎の言葉とさせ

ていただきます。

　徳島大学へ、そして薬学部にご入学おめ

でとうございます。

　徳島大学薬学部は 2021年度から全員

薬剤師免許が取得できる 6年制 1学科と

なり今年度は 3度目の入学生を迎えますが、

同時に 2023年度は徳島大学薬学部創立

100周年の節目の年でもあります。徳島大

学薬学部は日本の薬学の父と称される長

井長義博士の進言によって、博士の生まれ

故郷である徳島の地に薬の創製を目指して

設立されたことから、徳島大学薬学部には

創薬を尊ぶ精神と風土が脈 と々受け継が

れています。そのため徳島大学薬学部の 6

年制課程においては、Pharmacist-Scientist

（薬学研究者）として薬学を基盤とする多様

な分野に自ら踏み出し開拓できる人材（イン

タラクティブ YAKUGAKUJIN）の養成を理念

に掲げ、その実現に向け薬剤師育成はもち

ろん、薬学研究者を目指す創製薬科学研究

者育成コースと研究実践能力を備えた薬剤

師を目指す先導的薬剤師コースの 2コース

を置き、特色ある教育・研究環境を提供して

います。

　新入生の皆さんにおかれましては、かけが

えのない大学生活を自らが主人公として輝き、

そして将来振り返ったときに思い出深い時代

にしていただきたいと強く願っています。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ

います。コロナ感染が始まって、4回目の春

を迎えますが、当初は、ウイルスに関しての

情報も少なく、またワクチンも治療薬もなかっ

たため、学内に限らず厳しい行動制限が設

けられてきました。そのような中、教育・研

究・臨床を続けるため、様々な工夫がされ、

特にオンラインでの講義・会議が急速に普

及し、当たり前になりました。一方で、歯学

部では臨床教育として、臨床実習などの実

習は非常に重要であり、オンラインでの代替

は困難でしたが、もともと歯科の世界は感染

対策に重きを置いてきましたので、実習に関

してもスムーズに対応できたのではないかと

思います。ただ、学生間や学生と教員の交

流は以前よりは少なくなったのは事実で、そ

こが課題でした。

　しかしながら、昨年度からは、阿波踊り

（こじか連）や蔵本祭といった行事も再開

され、課外活動等の制限も徐々に緩和され

ています。そして、本年 5 月には 2 類から 5 

類感染症へと変更されることが予定されて

おり、これまで感染対策のため諦めていた

行事がまたできるのではという期待もありま

す。実り多い学生時代となるよう、我々教職

員も応援しています。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござ

います。未だに継続しているコロナ禍によ

る閉塞感が漂う世情の中においての厳しい

受験生活を乗り越えて、晴れて徳島大学へ

入学されたことに心より祝意を表します。

　生物資源産業学部は、2016年に設立

された徳島大学の中では最も新しい学部

です。昨年には、大学院創成科学研究科

博士後期課程が設置され、学部から大学

院までの一貫した教育・研究課程が整いま

した。本学部は、「ヘルス（医）」・「フード

（食）」・「アグリ（農）」をキーワードに、生物

資源を用いてイノベーションを起こし地域社

会を活性化させる人材やバイオ系新産業を

創出し経済を元気にさせる人材の育成を目

指しています。また、キャンパスは、皆さん

の学修の本拠地となる「常三島キャンパス」

に加え、西部に「石井キャンパス」、北部

に「鳴門キャンパス」、南部に「新野キャン

パス」があり、これら四つのキャンパスが連

携・協調して、生物資源を創造的に活用で

きる人材の養成に力を注いでいます。

　本学部で学ぶことで、現代社会が抱える

地球規模から分子レベルに至るまでの課題

に対して、生物資源を用いて解決を図る知

識や技術を習得できるようになります。本学

部において、幅広い視野と高い専門性を

身につけていただき、自ら描いた夢の実現

に向けて邁進していくことを期待しています。

皆さんの大学生活が実りある豊かなものに

なるように支援してまいります。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござい

ます。新型コロナウイルス感染症の波が繰

り返す中での受験勉強を無事乗り越え、徳

島大学医学部での大学生活に夢を膨らま

せていることと思います。コロナ感染対策も

大きな転換点を迎え、医学部でもオンライン

講義から対面講義への転換とともに 3年半

ぶりに本来のキャンパスライフを満喫できる

環境に戻りつつあります。

　さて徳島大学医学部は 2023年で創立

80周年を迎えます。1943年に「徳島県立徳

島医学専門学校」として設立され、1949年

には四国で初めての国立大学医学部となり

80年の歴史を刻んできました。徳島大学医

学部が位置する蔵本キャンパスには、徳島

大学病院、歯学部、薬学部、先端酵素学

研究所があり、生命科学に関係するすべて

の学部および施設が集まる一大拠点となっ

ています。新入生の皆さんはこのような伝統

のある、そして生命科学を学ぶ場として大

変恵まれた環境にある医学部で学ぶことに

自信と誇りを持って学修に励んでください。

　新入生の皆さんが、この徳島大学医学

部で有意義な学生生活を送り、次世代の医

療界を支える医療人へと成長していくことを

心から願っています。

　ご入学おめでとうございます。徳島大学

へようこそいらっしゃいました。

　さて、21世紀になって早いもので四半世

紀が過ぎようとしています。皆さんが社会で

活躍される頃には 21世紀も中盤にさしか

かっているでしょう。その頃、社会はどのよ

うになっているのでしょうか。

　価値観の多様化やライフスタイルの個性

化がますます進んでいることでしょう。しか

し、その生活は、恐らく、複雑ではあるけ

れども共通のプラットフォームによって支えら

れたものとなっているはずです。でなけれ

ば、「社会」を構成することができないから

です。そして、そのプラットフォームはその多

くを科学技術により支えられ、したがってそ

の役割はますます大きく重くなっているでしょ

う。プラットフォームを変革してイノベーション

を起こすことができるのが、理工学なのです。

　いつの時代も、社会は「こんなことができ

れば良いのにな」の不断の積み重ねで変化

してきました。そして、それは主に若い人た

ちの手によって切り拓かれてきました。皆さ

ん、どうか「社会に変化させられる者」で

なく、「社会を変化させられる者」を目指し

てください。そのためには、自身の「夢見

る社会像」を抱きながら、それぞれが選ば

れた分野でしっかり研鑽し続ける必要があ

ります。徳島大学で、そのための確固とし

た礎を築かれることを願ってやみません。

総合科学部医学部歯学部薬学部理工学部生物資源産業学部
Faculty of Integrated Arts and SciencesFaculty of MedicineFaculty of DentistryFaculty of Pharmaceutical SciencesFaculty of Science and TechnologyFaculty of Bioscience and Bioindustry

学部長による新入生歓迎の言葉

総
合
科
学
部
長

髙
橋 

晋
一 

（
た
か
は
し 

し
ん
い
ち
）　

医
学
部
長

西
岡 

安
彦 

（
に
し
お
か 

や
す
ひ
こ
）　

歯
学
部
長

馬
場 

麻
人 

（
ば
ば 

お
と
）　

薬
学
部
長

土
屋 

浩
一
郎 

（
つ
ち
や  

こ
う
い
ち
ろ
う
）　

理
工
学
部
長

武
藤 

裕
則 

（
む
と
う 

や
す
の
り
）　

生
物
資
源
産
業
学
部
長

松
木 

均 

（
ま
つ
き 

ひ
と
し
）　

特 集   新入生歓迎号
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
最
初
に
学
ぶ
授
業
に
「
教

養
教
育
科
目
」
が
あ
り
ま
す
。
教
養
教

育
で
は
、
皆
さ
ん
が
所
属
学
部
の
履
修

要
件
に
沿
っ
て
、
自
分
が
学
び
た
い
授

業
を
選
び
時
間
割
を
作
成
し
ま
す
。
教

養
教
育
履
修
の
手
引
や
シ
ラ
バ
ス
（
授

業
概
要
）
を
よ
く
確
認
し
、
履
修
登
録

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
履
修
希
望
者
が

多
い
授
業
は
抽
選
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
抽
選
に
外
れ
た
時
の
こ
と
も
考

え
、
第
二
・
第
三
希
望
の
授
業
を
決
め

て
履
修
登
録
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。
教
養

教
育
の
授
業
に
関
す
る
連
絡
は
、
教
務

シ
ス
テ
ム
や
教
養
教
育
掲
示
板
（
教
養

教
育
4
号
館
1
階
）
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
授
業
担
当
教
員
か
ら
も
教
務
シ
ス

テ
ム
やm

anaba

（
マ
ナ
バ
）
な
ど
を

は
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
で
息
抜
き
を
し
て

い
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
附
属
図
書
館
は
皆

ぜ
ひ
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

教
養
教
育
科
目
の
履
修
や
、
語
学
マ

イ
レ
ー
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
時
は
、
教
育
支

援
課
教
養
教
育
係
（
教
養
教
育
4
号
館

1
階
）
へ
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
が
有
意
義
な
大
学

生
活
を
送
れ
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
も
備
え
て
い
ま
す
。
大
学
図

書
館
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
で
も
あ
り
ま
す
。
消
毒
液
や
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
配
置
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
も
万
全
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
大
学
で
新
し

く
で
き
た
仲
間
と
楽
し
く
勉
強
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
各
種
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト

も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
る
た
め
に
ぜ
ひ
図
書
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
は
、
就
職
活
動
に

関
わ
ら
ず
、
進
路
や
自
己
実
現
と
い
っ

た
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ

ば
、
学
部
や
学
年
を
問
わ
ず
幅
広
く
利

用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
や
質
問

で
い
い
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。ま

た
、
皆
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア
や
就
職

活
動
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る

相
談
の
ほ
か
、
求
人
・
企
業
情
報
の
提

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
、
総
合

相
談
室
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室

の
3
部
門
か
ら
な
り
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
心
身
の
健
康
を
保
ち
、
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
援
助
す
る
機
関

供
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
、
面

接
練
習
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
実
施
な

ど
、
就
職
活
動
が
終
了
す
る
ま
で
様
々

な
か
た
ち
で
皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
1
年
生
か
ら
キ
ャ

リ
ア
教
育
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職
活

動
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
に
あ
わ
せ

た
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
特
に
キ
ャ
リ
ア

支
援
部
門
専
任
教
員
が
開
講
し
て
い
る

授
業
は
、
今
の
自
分
だ
け
で
な
く
、
卒

業
・
就
職
後
の
皆
さ
ん
に
も
役
立
つ
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
様
に
現
場
で
実
際
の
仕
事
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
職
業
観
の
育
成
や
社
会
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

今
後
、
企
業
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

取
得
し
た
学
生
の
情
報
を
採
用
選
考
活

動
に
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た

め
、
そ
の
重
要
度
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま

す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
社
会
や
仕
事

へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
の
進
路
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
関
わ
る

就
職
活
動
は
人
生
の
大
き
な
分
岐
点
で

あ
る
と
同
時
に
、自
分
を
見
つ
め
直
し
、

新
た
な
道
に
踏
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
で
も

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
大
変
な
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、
弱
音
を
吐
き
た
く
な
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

通
じ
て
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

毎
日
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
教
務
シ
ス

テ
ム
か
ら
配
信
さ
れ
る
情
報
は
転
送

設
定
を
し
て
お
け
ば
、c
ア
カ
ウ
ン
ト

メ
ー
ル
に
転
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
本
学
は
語
学
運
用
能
力
向
上

の
た
め
、
語
学
マ
イ
レ
ー
ジ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

外
国
語
科
目
や
外
国
語
技
能
検
定
の

成
績
な
ど
が
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
加
算
さ
れ
、
7
0
0
ポ
イ
ン
ト

以
上
の
取
得
が
卒
業
要
件
に
課
さ
れ
て

い
ま
す
。
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
が
取

得
で
き
る
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
レ
ベ

ル
別
に
学
習
で
き
る
よ
う
開
講
し
て
い

ま
す
の
で
、自
身
の
成
長
に
合
わ
せ
て
、

さ
ん
の
学
習
や
大
学
生
活
を

様
々
な
角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

大
学
の
図
書
館
に
は
、
専

門
書
や
研
究
の
た
め
の
資
料

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
大

学
で
は
た
だ
授
業
を
聴
く
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
、

調
べ
、
学
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
図
書
館
の
本
を
大
い
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

専
門
書
だ
け
で
は
な
く
小
説

や
幅
広
い
分
野
の
一
般
書
、

入
門
書
も
揃
え
て
い
ま
す
。

自
分
が
専
門
に
学
ぶ
分
野
以

外
の
棚
も
眺
め
て
み
て
く
だ

さ
い
。
き
っ
と
興
味
の
あ
る
本
が
見
つ

か
り
ま
す
。
大
学
生
活
は
忙
し
い
と
思

い
ま
す
が
、
自
由
な
時
間
で
も
あ
り
ま

す
。
図
書
館
の
本
か
ら
ぜ
ひ
自
身
の
世

界
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
勉
強
が
は
か
ど
る
と
い

う
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
周
り
に
勉

強
し
て
い
る
仲
間
が
い
る
こ
と
で
勉
強

し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る

の
で
し
ょ
う
。
図
書
館
で
は
学
習
す
る

た
め
の
座
席
や
個
室
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
な
か
な
か
勉
強
に
身
が
入
ら
な
い

と
い
う
時
は
ぜ
ひ
図
書
館
に
来
て
く
だ

さ
い
。

特 集   新入生歓迎号

教
育
支
援
課

教
育
支
援
課 

教
養
教
育
係

田
中 

翔
子 

（
た
な
か 

し
ょ
う
こ
）　

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

学
生
支
援
課 

キ
ャ
リ
ア
支
援
係

坂
崎 

拓
海 

（
さ
か
ざ
き 

た
く
み
）　

私たちも応援します

附
属
図
書
館

図
書
情
報
課 

専
門
職
員

佐
藤 

孝
之 

（
さ
と
う 

た
か
ゆ
き
）　

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
部
門 

助
教

後
藤 

龍
太 

（
ご
と
う 

り
ょ
う
た
）　

教養教育院ホームページ
https://
las.tokushima-u.com/

教養教育履修の手引・時間割・
シラバス（授業概要）
https://las.tokushima-u.com/
campus-life/

教養教育の窓口：
教育支援課教養教育係（教養教育4号館1階）

キャリア支援室ホームページ
https://www.tokushima-u.ac.jp/
career/job_center/

附属図書館ホームページ
https://www.lib.tokushima-u.ac.jp/

図書館公式Twitter
https://twitter.com/TokushimaU_lib

キャリア支援室予約システム（個別
相談や各種説明会の予約が行えます）
https://www.tokudai-syusyoku.com/
index.php

キャリア支援室公式Twitter
https://twitter.com/tokudai_
career
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じ
、
所
属
学
部
や
医
療
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
よ
り
よ
い
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
障
害
者
支
援
に
関
す
る
勉
強

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習
を
行
っ
て
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
講
義
を
初
め
て
受
け
る
人
、

初
め
て
一
人
暮
ら
し
を
す
る
人
、
初
め

て
徳
島
に
来
た
人
、
初
め
ま
し
て
の
人

間
関
係
な
ど
、
大
学
生
活
は
た
く
さ
ん

の
〝
初
め
て
〞
が
詰
ま
っ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
初
め
て
の
こ
と
は
楽
し

み
な
気
持
ち
も
あ
れ
ば
、
不
安
な
気
持

ち
、
緊
張
、
色
々
な
気
持
ち
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
健
康
支

援
セ
ン
タ
ー
は
皆
さ
ん
の
学
生
生
活
が

シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ
ス
は
徳
島
大
学
と
地

域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
役
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
日
本
人
学
生
、
外
国
人

留
学
生
、
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
教
職

員
が
と
も
に
学
び
、世
界
に
目
を
向
け
、

多
文
化
・
異
文
化
を
共
に
理
解
し
あ
え

る
よ
う
に
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
皆

さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
海
外
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
中
止
さ
れ
、
外
国
人
留

学
生
も
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
海
外
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
、「
G
R
I
P
」
グ

ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ソ
ン
集
中
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
語
学
学
習
や
海
外
大
学
の
教
員
や
学

生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
が
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
を
提
供
し
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
日
本
に
い
な
が
ら
、
外
国
語
学
習
や

多
文
化
体
験
の
で
き
る
機
会
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
水
際
対
策
の
緩
和

に
よ
り
、
海
外
留
学
を
再
開
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
現
地
に
行
っ
て
語
学
学
習

や
異
文
化
体
験
が
で
き
る
状
況
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
世
界
の
情
勢
を

見
な
が
ら
、
行
き
先
や
期
間
の
異
な
る

様
々
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

い
く
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
外
国
に

行
っ
た
こ
と
が
な
い
人
も
安
心
し
て
参

ク
や
情
報
機
器
の
管
理
・
運
営
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん

と
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
パ

ソ
コ
ン
設
定
や
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
録
を

す
る
際
、
最
初
に
お
会
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
頃
か
ら
流
行
し
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た

め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
余
儀
な

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
同
様
の
場
所
を

現
在
準
備
し
て
い
ま
す
。

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域
創
生
・

く
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
人
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
授

業
や
大
学
の
業
務
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

W
i-

F
i
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
パ

ソ
コ
ン
、
皆
さ
ん
の
B
Y
O
D
（Bring 

Your O
w
n D

evice

）
の
パ
ソ
コ
ン
で

利
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
準
備
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に

設
置
さ
れ
て
い
る
W
i-

F
i
を
利
用

す
る
と
、
通
信
量
を
気
に
す
る
こ
と
な

く
メ
ー
ル
や
W
e
b
ペ
ー
ジ
を
視
聴

で
き
ま
す
。
ま
た
、
授
業
等
で
必
要
と

な
る
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
や
表
計
算
ソ
フ

ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
利
用
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
ソ
フ
ト
な
ど
も
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
I
C
T
技
術

を
使
い
こ
な
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
新
し
い
社
会
様
式
に
適
用
し
て
い
く

こ
と
も
、
大
学
生
活
で
身
に
つ
け
る
べ

き
ス
キ
ル
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

2
0
2
3
年
か
ら
は
、
大
学
の
授

業
も
対
面
で
行
う
こ
と
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
一
部
は
オ
ン
ラ
イ
ン

や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
環
境
で

学
修
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
の
使
い
方
、
学
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

国
際
交
流
会
館
4
階
及
び
蔵
本
キ
ャ

ン
パ
ス
の
蔵
本
会
館
2
階
「G

lobal 

Space
」（
国
際
課
）
に
は
短
期
海
外

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
海
外
生
活
に
関
す

る
情
報
が
あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
が
あ

る
と
き
に
一
度
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

会
や
報
告
会
も
随
時
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ

ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
教
務
シ
ス
テ
ム

の
掲
示
版
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
海
外
留
学
に
関
す

る
質
問
が
あ
る
人
も
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
オ
フ
ィ
ス
や
国
際
課
に
来
て
く
だ

さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ
ス
と

国
際
課
は
皆
さ
ん
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

学
生
生
活
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

で
す
。
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
教
養

教
育
5
号
館
1
階
と
4
号
館
1
階
に
、

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
蔵
本
会
館
の
2

階
に
あ
り
ま
す
。

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
は
、
内
科
医
、

精
神
科
医
、
及
び
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
、

学
生
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
体
調
不
良
や
け
が
を
し
た

時
に
診
察
・
処
置
を
行
っ
た
り
、
心
身

に
関
す
る
健
康
相
談
、
定
期
的
な
健
康

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
管
理
・

健
康
増
進
の
た
め
に
測
定
機
器
や
運
動

機
器
も
備
え
て
お
り
、
健
康
教
室
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

総
合
相
談
室
は
、
臨
床
心
理
士
・
公

認
心
理
師
の
資
格
を
持
つ
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
、
修
学
上
の
悩
み
、
人
間
関
係

や
心
の
悩
み
、
自
分
の
性
格
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
問
題
な
ど
、
学
生
の
皆
さ
ん

の
相
談
を
予
約
制
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
学
生
同
士
の
交
流
の
場
と
し

て
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
「
ほ
っ
と
の
会
」

「
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
」
及
び
「
蔵
本
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
」
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
は
、
精

神
科
医
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
（
身
体

障
害
、
精
神
障
害
、
発
達
障
害
な
ど
）
の

あ
る
学
生
が
修
学
や
研
究
を
行
う
上
で

抱
え
る
困
り
ご
と
に
対
し
て
相
談
に
応

接
続
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
お
困
り
の
際
は
、

遠
慮
な
く
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
I
C
T
を
活
用

し
、
安
全
で
快
適
な
大
学
生
活
を
送
れ

る
よ
う
応
援
し
ま
す
。

徳
島
大
学
へ
よ
う
こ
そ
。
こ
れ
か
ら

日
本
で
生
活
す
る
外
国
人
留
学
生
の
皆

さ
ん
、
そ
し
て
世
界
へ
羽
ば
た
く
志
を

持
つ
日
本
人
学
生
の
皆
さ
ん
を
、
心
か

ら
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ナ

少
し
で
も
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ
う

応
援
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
徳
島
大
学
へ
よ

う
こ
そ
。

皆
さ
ん
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と
聞
い

て
、
何
を
想
像
し
ま
す
か
？
「
情
報
が

集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」「
パ
ソ
コ
ン

を
た
く
さ
ん
置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
と
こ
ろ
」
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
情
報

セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

加
で
き
る
短
期
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
2
〜
4
週
間
）
も
提
供
し
ま
す
。
海
外

留
学
を
す
る
と
、
新
し
い
発
見
と
新
し

い
出
会
い
が
あ
り
、
自
分
の
視
野
を
広

く
す
る
こ
と
も
で
き
、
い
ま
ま
で
と
違

う
新
し
い
自
分
と
出
会
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
海
外
留
学
に
挑
戦
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
、
時
間
や

場
所
の
制
約
を
受
け
な
い
「
オ
ン
ラ
イ

ン
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
国
際
交
流
」
も

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
徳
島
大
学
に
は
1
8
0
人

ほ
ど
の
外
国
人
留
学
生
が
在
籍
し
て
お

り
、
皆
さ
ん
に
は
大
学
生
活
を
通
し
て

様
々
な
国
か
ら
来
る
背
景
の
異
な
る
学

生
と
交
流
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。「
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に

登
録
し
、
G
R
I
P
や
「
グ
ロ
ー
バ

ル
ラ
ン
チ
」に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
外
国
人
留
学
生
と
交
流
し
、
多

文
化
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
域
創
生
・
国

際
交
流
会
館
2
階
の
E
L
C
S
（
英
語

学
習
ス
ペ
ー
ス
）
で
は
、
自
由
に
英
語

を
話
し
、
情
報
交
換
を
す
る
時
間
を
設

け
て
い
ま
す
。
外
国
人
留
学
や
英
語
教

員
が
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
足
を
運
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
「
学
内
留

学
」
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

オ
フ
ィ
ス

高
等
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

教
授

橋
本 

智 

（
は
し
も
と 

さ
と
し
）　

情
報
セ
ン
タ
ー

I
C
T
サ
ー
ビ
ス
部
門 

講
師

谷
岡 

広
樹 

（
た
に
お
か 

ひ
ろ
き
）　

キャンパスライフ
健康支援センター
ホームページ
https://www.
tokushima-u.ac.jp/hscc/

情報センターホームページ
https://www.
ait.tokushima-u.ac.jp/

シンガポール国立大学NUSとの交流セッション（NUSの学生
56人と徳島大学の学生21人が参加）

インターナショナルオフィス　
ホームページ　
https://www.
isc.tokushima-u.cac.jp//
地域創生・国際交流会館4階

国際課 
常三島キャンパス ： 地域創生・国際交流会館4階
蔵本キャンパス ： 蔵本会館2階
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ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

医
学
部
医
学
科
同
窓
会
は
青
藍
会
と

称
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と

も
に
母
校
の
発
展
に
尽
く
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
総
数
は

6
7
5
5
名
で
全
国
に
14
の
支
部
を
擁

し
、
会
報
の
発
行
や
講
演
会
開
催
、
各
種

事
業
等
、
在
学

時
は
も
と
よ
り

卒
業
後
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ

ま
を
本
会
の
正

会
員
と
し
て
歓

迎
し
ま
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

薬
友
会
は
、
今
年
度
創
立
1
0
0

年
を
迎
え
る
薬
学
部
の
同
窓
会
組
織

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員
数
は

5
3
9
1
名
で
、
薬
学
部
に
入
学
と
同

時
に
皆
様
は
準
会
員
と
な
り
ま
す
。
薬

友
会
は
全
国
に
8
つ
の
支
部
を
持
ち
、
同

窓
会
・
支
部
会
の
開
催
支
援
、
講
演
会

や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
共
催
、
卒
業
生

に
対
し
て
は
同

窓
会
誌
（
写
真
）

や
会
員
名
簿
の

発
行
を
通
じ
て
、

世
代
を
超
え
た

結
び
つ
き
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

栄
友
会
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
医
科

栄
養
学
科
（
旧
栄
養
学
科
）、
及
び
大
学

院
医
科
栄
養
学
研
究
科
の
卒
業
生
、
在

校
生
、
教
職
員
、
修
了
生
で
組
織
さ
れ

た
同
窓
会
で
す
。
徳
島
本
部
、
東
日
本
、

関
西
、
そ
し
て
九
州
・
山
口
県
に
支
部
組

織
が
あ
り
、
会
員
数
は
3
2
0
6
人
で

す
。
総
会
・
支

部
会
・
阿
波
踊
り
、

同
窓
会
報
や
会

員
名
簿
の
発
行
を

通
じ
て
、
会
員
の

皆
さ
ま
の
交
流
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
工
業
会
の
設
立
は

1
9
3
3
年
で
、
現
在
の
会
員
数
は
約

3
万
人
で
す
。
皆
さ
ま
は
準
会
員
と
な

り
ま
す
。

　

全
国
に
18
も
の
支
部
が
あ
り
、
会
員

相
互
の
世
代
を
超
え
た
交
流
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
皆
さ
ま
の

将
来
の
就
職
活

動
や
就
職
後
も

頼
も
し
い
味
方

と
な
り
ま
す
。

　

総
合
科
学
部
及
び
大
学
院
へ
の
ご
入
学

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
歓
迎

い
た
し
ま
す
。

　

渭
水
会
で
は
、
優
秀
な
学
部
生
及
び

院
生
に
「
渭
水
会
会
長
賞
」
を
贈
っ
た
り
、

研
修
会
に
助
成
を
行
う
な
ど
、
会
員
の

活
動
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
学
部
の
歴

史
や
渭
水
会

の
活
動
状
況
、

同
窓
生
の
活

躍
は
、
会
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

歯
学
部
の
卒
業
生
数
は
、
歯
学
科

2
1
2
3
名
、
口
腔
保
健
学
科
1
9
2

名
の
総
数
2
3
1
5
名
で
す
。
蔵
歯
会

は
、
全
国
の
支
部
長
に
よ
る
支
部
説
明
会

や
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
を
招
い

て
進
学
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
入
学
時

か
ら
生
涯
を
通

じ
て
、
皆
さ
ま

の
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
し
ま
す
。

青せ
い
ら
ん藍
会 

医
学
部
医
学
科
同
窓
会

薬や
く
ゆ
う友
会 

薬
学
部
同
窓
会

栄え
い
ゆ
う友

会 

医
学
部
医
科
栄
養
学
科
同
窓
会

工こ
う
ぎ
ょ
う業

会 

工
学
部
・
理
工
学
部

             

生
物
資
源
産
業
学
部
同
窓
会

渭い
す
い水

会 

総
合
科
学
部
同
窓
会

蔵く
ら
し歯

会 

歯
学
部
同
窓
会

同窓会からのメッセージ

　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

睦
眉
会
は
、
徳
島
大
学
医
学
部
保
健

学
科
、
大
学
院
保
健
科
学
研
究
科
、
な

ら
び
に
前
身
校
を
含
め
た
同
窓
会
で
す
。

1
9
9
6
年
に
発
足
し
、
会
員
名
簿
や

会
報
の
発
行
、
総
会
（
写
真
：
2
0
2
2

年
度
睦
眉
会
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
）
や
講
演
会

の
開
催
な
ど
を
行

い
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
母
校
の
発

展
の
た
め
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
現

在
の
会
員
数
は
、

7
5
9
9
名
で
す
。

連絡先  〒770-8503 徳島市蔵本町3-18-15
徳島大学医学部医学科同窓会青藍会事務局
Tel: 088-633-7109 / Fax: 088-633-3180 E-mail: seiran@tokushima-u.ac.jp  
URL: https://www.seirankai-tokushima.jp/

連絡先  〒770-8505 徳島市庄町1-78-1 徳島大学薬学部内薬友会事務局
Tel: 088-633-7292、 088-633-7250 / Fax: 088-633-9517
E-mail: reunion-ph@tokushima-u.ac.jp
URL: http://www.tokushima-u.ac.jp/ph/campus_life/alum/reunion/

連絡先  〒770-8503 徳島市蔵本町3-18-15
徳島大学医学部医科栄養学科内栄友会事務局
Tel: 088-633-7093  E-mail: eiyukai@tokushima-u.ac.jp
URL: http://eiyo.jimdo.com/

連絡先  770-8504 徳島市蔵本町3-18-15
徳島大学歯学部内蔵歯会事務局
Tel: 080-6392-7362 / E-mail: kurashikai7362@gmail.com
URL: https://www.tokudai-d.net

連絡先  〒770-8506 徳島市南常三島町2-1
徳島大学理工学部内工業会事務局
Tel / Fax: 088-656-5432 / E-mail: office@kgk.tokushima-u.ac.jp
URL: https://www.tokushima-u.ac.jp/kgk/

連絡先  〒770-8502 徳島市南常三島町1-1
徳島大学総合科学部内 渭水会事務室
Tel: 088-656-7293 / Fax: 088-679-8485
E-mail: info@isuikai.jp  URL: http://www.isuikai.jp

睦む
つ
み眉
会 

医
学
部
保
健
学
科
同
窓
会

連絡先  〒770-8509 徳島市蔵本町3-18-15
徳島大学医学部保健学科内睦眉会事務局
Tel / Fax: 088-633-9067 / E-mail: mutsumi.jim@gmail.com
URL: https://mutsumi.web5.jp

壮観な白衣授与式

ご入学おめでとうございます

徳島大学には各学部に7つの同窓会があり、
それぞれの活動を続けておられます。

な
会
で
す
。
毎
月
、
現
役
の
教
職
員
・

学
生
が
登
壇
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
お
り
ま
す
！
本
年
度
も
全
9
回
予

定
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
方
法
・
詳

細
は
ペ
ー
ジ
下
部
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら

ご
確
認
く
だ
さ
い
。YouT

ube

チ
ャ
ン

ネ
ル
に
て
過
去
の
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
毎
年
2
回
発
行

し
て
い
ま
す

本
学
で
は
各
同
窓
会
事
務
局
と
連
携

し
毎
年
2
回
、公
式
H
P
上
に
ニ
ュ
ー

ス
レ
タ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
各
同
窓
会
会
長
・
理
事
長

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
卒
業
生
・
修
了

生
の
皆
さ
ん
の
現
在
の
活
躍
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
歯
学
部
卒
業
後
、
大
学
院

で
研
究
を
続
け
ら
れ
、
在
学
中
に
取
得

徳
島
大
学
に
は
各
学
部
に
7
つ
の
同

窓
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
活
動

を
続
け
ら
れ
て
い
る
な
か
、
日
頃
よ
り

学
生
生
活
を
は
じ
め
と
し
た
本
学
の
教

育
研
究
活
動
等
に
関
し
て
ご
支
援
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
7
つ
の
同
窓
会
の
枠
組
み
を
越

え
た
交
流
・
連
携
の
場
と
し
て
「
徳
島

大
学
び
ざ
ん
会
」
を
大
学
が
主
体
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。「
徳
島
大
学
び

ざ
ん
会
」
で
は
、
卒
業
生
・
修
了
生
と

大
学
と
の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
、
各
同

窓
会
と
大
学
全
体
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
び
ざ
ん
会
」を

毎
月
開
催

「
オ
ン
ラ
イ
ン
び
ざ
ん
会
」
は
、
旬
な

本
学
の
取
組
・
研
究
・
学
生
生
活
の
活

動
を
発
信
す
る
場
と
し
て
、
基
本
毎
月

1
回
、
土
曜
日
の
午
前
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
本
会
は
無
料
の
We
b
会
議

ツ
ー
ル
Z
o
o
m
を
利
用
し
、
卒
業
生
・

在
学
生
・
教
職
員
を
は
じ
め
保
護
者

の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
、
ど

な
た
で
も
ご
参
加
が
可
能
な
オ
ー
プ
ン

し
た
歯
科
衛
生
士
の
資
格
や
携
わ
っ
た

研
究
内
容
を
活
か
し
、
大
手
オ
ー
ラ
ル

ケ
ア
メ
ー
カ
ー
へ
就
職
さ
れ
た
修
了
生

の
ご
紹
介
な
ど
、
卒
業
後
も
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
つ

い
て
、
ぜ
ひ
知
っ
て
く
だ
さ
い
！
詳
し

く
は
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ニュ
ー

ス
レ
タ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）

令和5年度開催スケジュール（予定）
4月22日（土）
5月27日（土）
6月24日（土）
7月29日（土）
9月30日（土）
12月23日（土）
1月20日（土）
2月17日（土）
3月23日（土）

「オンラインびざん会」にご参加いただいた方の集合写真

河村学長の貴重なお話もアーカイブ配信で視聴できます。ぜひチャンネル登録してください！

びざん会
ホームページ

オンライン
びざん会
YouTube

ニュースレター
ホームページ

徳
島
大
学
び
ざ
ん
会

特 集   新入生歓迎号

【問合せ先】 

総務部未来創造課未来創造係
同窓生担当
2023年度より「同窓生・基金係」は「未来創
造係」へ係名を変更しました！今後もこれまで
以上に、同窓会の皆さまと連携し本学の発展
に努めてまいります。

9:30～10:30

※都合により変更になる場合があります。
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※新型コロナウイルスの影響で、変更となる
　可能性もあります。

● 前期開始（4月1日）
● 春季休業（4月1日～5日）
● 新入生オリエンテーション ほか
   （4月3日～11日）
● 入学式（4月6日）
● 前期授業開始（4月11日）
● 五月祭（6月4日）
五月祭は、主として新入生を対象に学生相互の親睦をはかることを目的とし、毎
年5月に開催しています。ステージ、模擬店、貫歩企画などで交流の輪を広げま
す。なお、2023年度は日程都合により6月4日の開催予定です。

● 四国地区大学総合体育大会
学生の健全なる体育の発展と学生相互の親睦をはかることを目的とし、四国地
区の国・公・私立大学（短大を含む）の学生が参加します。（2023年度は、大学
間で運営の見直しを行うため開催はありません）

● 夏季休業（8月1日～8月31日）
● 科学体験フェスティバル in 徳島（8月5日・6日）
● オープンキャンパス
   （8月上旬～中旬）

● 阿波おどり（8月中旬、県内各地）
400年の歴史を持つ徳島の夏祭りです。徳島大学からも多くの連（おどりのグ
ループ）が参加します。

● 前期終了（9月30日）

● 後期開始（10月1日）
● 大学祭
 （蔵本祭10月21日・22日 / 常三島祭10月28日・29日）
大学祭はこれまで60回以上行われ、本学の課外活動としては最も歴史的かつ
最大のイベントです。各学部・各サークルの趣向を凝らした催し物、学部研究室
の一般開放、市民と学生のつどいなど地域社会との交流もいろいろ企画され、
全学あげての多彩な祭典が繰り広げられます。

● 開学記念日（11月2日）

● 中・四国国立大学連合演奏会・
   連合美術展覧会（11月～12月）
学生の健全なる文化の発展と学生相互の親睦をはかることを目的として、
中・四国の国立大学9大学の学生が参加して行われます。

● 徳島大学駅伝大会
駅伝を通じて学生及び教職員との相互の親睦を深め、体力・気力の向上をはか
ることを目的に、徳島大学体育団体連合会と徳島大学主催で毎年1月に徳島
中央公園で開催しています。

● 卒業式・修了式（3月22日）
● 学年末休業（3月25日～3月31日）
● 後期終了（3月31日）

4月・5月

6月・7月

徳島大学公式SNS 
QRコード

QRコードを読み込み！ トップからフォロー！ ハッシュタグで検索！

8月・9月

2月・3月

10月・11月

12月・
2024年
1月

入学式

科学体験フェスティバル in 徳島

阿波おどり

四国地区大学総合体育大会

駅伝大会

五月祭

オープンキャンパス

卒業式・修了式

常三島祭 蔵本祭

2023年度  徳島大学学年歴及び行事予定

特 集   新入生歓迎号

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
徳
島
大
学
広
報
担
当
、
ま
た

の
名
を
徳
大
公
式T

w
itter

中
の
人
で
す
。
こ

れ
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
を
も
っ
と
楽
し
む

た
め
に
、
大
学
公
式
S
N
S
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
大
学
公
式
S
N
S
で
は
、
大
学
の
取
組

か
ら
ち
ょっ
と
し
た
小
ネ
タ
ま
で
、
主
に
学
生

の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
情
報
を
毎
日
投

稿
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
も
、
お
子
様
の
学
生
生
活
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
充
実
し
た

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
😀

Twitter

Face book

Instagram

大学公式

SNS
紹介 Social 

Networking 
Service

1 2 3
#徳島大学 #春から徳大
#徳島大学あるある言いたい
#とくだいデータバンク
#とくwalk #徳大アニマル部 etc

徳大の

イマが見
えます

Twitterをフォローしよう

#徳大
アニマ

ル部へ
…

猫を見
つけた

ら

徳大データ大公開

#とくだいデータバンク
#こんな情報もTwitterに掲載しています
徳島県外から入学している学生が7割と
言われている徳島大学 。出身高校所在
地の状況をご紹介します。

必
見

!

トピックス

シンボルストリートの
立派なソテツ。
大正11年設置の徳島高等工
業学校時代からこの地を共に
している歴史ある木です。
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文
化
系

サ
ー
ク
ル
団
体

常
三
島
地
区
（
36
団
体
）

● 

交
響
楽
団

● 

演
劇
部

● 

写
真
部

● 

美
術
部

● 

茶
道
部

● 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

● 

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
イ
ス

● 

文
学
ク
ラ
ブ

● 

東
洋
哲
学
研
究
会

● 

書
道
部

● 

フ
ル
バ
ン
ド
部

● 

ポ
ッ
プ
ス
研
究
会

● 

虎
林
図

● 

フ
ォ
ー
ク
村
（
F

・

V

・

T
）

● 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

● 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
部

● 

放
送
研
究
会

● 
邦
楽
部

● 

ア
ス
ト
ロ
ラ
ー
ブ

● 

将
棋
部

体
育
系

サ
ー
ク
ル
団
体

常
三
島
地
区
（
35
団
体
）

● 

自
動
車
部

● 

ヨ
ッ
ト
部

● 

硬
式
庭
球
部

● 

柔
道
部

● 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

● 

卓
球
部

● 

陸
上
競
技
部

● 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

● 

サ
ッ
カ
ー
部

● 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
部

● 

弓
道
部

● 

水
泳
部

● 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

● 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

● 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

● 

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
部

● 

ボ
ー
ト
部

● 

硬
式
野
球
部

● 

拳
法
部

● 

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
部

● 

空
手
道
部

● 

合
気
道
部

● 

剣
道
部

サ
ポ
ー
ト
系

サ
ー
ク
ル
団
体

常
三
島
地
区
（
2
団
体
）

● 

学
び
サ
ポ
ー
ト
企
画
部

● 

阿
波
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

  

サ
ポ
ー
タ
ー

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

令
和
5
年
度

活
動
予
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

阿
波
電
鉄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

鳥
人
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

ロ
ケ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

ロ
ボ
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

● 

エ
コ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
新
規
予
定
）

● K
orean C

lub

● 

囲
碁
部
（
休
部
） 

● 

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
研
究
部

● 

中
国
語
サ
ー
ク
ル

● 

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
部

● 

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

● 

ア
グ
リ
ク
ラ
ブ

● 

麻
雀
サ
ー
ク
ルLiber

● 

狩
猟
サ
ー
ク
ル R

exier Jact

● 

作
曲
D
T
M
研
究
部

● 

ホ
ス
ピ
タ
ル
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ

● 

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

● 

ら
ぱ
っ
と
編
集
部

● 

就
職
支
援
団
体 A

C
TIVE

● 

競
技
か
る
た
部

● 

焼
き
も
の
サ
ー
ク
ル

蔵
本
地
区 

（
5
団
体
）

● 

蔵
本
茶
道
部

● 

蔵
本
軽
音
楽
部

● 

蔵
本
外
国
語
研
究
会

● 

蔵
本
将
棋
部

● 

医
歯
薬
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
サ
ー
ク
ルToy S

oldier

● 

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
部

● 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

● 

ゴ
ル
フ
部

● 

釣
り
部

● 

ラ
ク
ロ
ス
部

● 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

● 

軟
式
野
球
部

● 

フ
ッ
ト
サ
ル
部

● 

自
転
車
競
技
部

● 

サ
ー
フ
ィ
ン
部

● 

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
部

● 

ラ
グ
ビ
ー
部

蔵
本
地
区
（
13
団
体
）

● 

蔵
本
弓
道
部

● 

蔵
本
合
気
道
部

● 

蔵
本
剣
道
部

● 

蔵
本
空
手
道
部

● 

蔵
本
柔
道
部

● 

蔵
本
硬
式
野
球
部

● 

蔵
本
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

● 

蔵
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

● 

蔵
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

● 

蔵
本
卓
球
部

● 

蔵
本
ラ
グ
ビ
ー
部

● 

蔵
本
硬
式
庭
球
部

● 

蔵
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

本
学
に
は
、大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
が
91
団
体（
文
化
系
41
サ
ー
ク
ル
、

体
育
系
48
サ
ー
ク
ル
、サ
ポ
ー
ト
系
2
サ
ー
ク
ル
）あ
り
、

学
部
学
生
の
約
30
％（
2
3
0
0
名
）が
い
ず
れ
か
の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、多
彩
な
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル

紹
介

特 集   新入生歓迎号

［新規プロジェクトも募集中!］

イノベーションプラザ
ホームページ



東棟

西棟

音楽
練習棟

体育館

学生会館

教養教育
5号館

生協事務所

総合科学部3号館

総合科学部1号館

教養教育6号館

人と地域共創センター

運動場

助任の丘

機械棟

機
械
実
習
棟

工業会館

知能情報・北棟

情報センター・
院生棟

知能情報・南棟

附属図書館

共通講義棟

化学・生物棟

第二食堂

産学官
連携プラザ

光応用棟

総合研究
実験棟

電
気
電
子
棟

建設系実験室

建設棟

環境防災
研究センター［1階］

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ

ベンチャー
ビジネス
育成研究室

シンボルストリート

国
道
11
号（
新
蔵
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
）

テニスコート

総合科学部
2号館

総合科学部2号館

地域連携
プラザ

ポストLED
フォトニクス
研究所

第一食堂

地域創生・
国際交流会館

課外活動棟

教養教育4号館
教養教育掲示板
［1階］

カフェ棟

市
道

16 15主な無線LANアクセスポイント（※利用するには情報センターへの申請が必要です。）

常三島地区
 キャンパスマップ
  Josanjima Campus Map

総合科学部
生物資源産業学部

理工学部

生協creA （クレア）
営業時間
［平日］
11:30～14:00
（L.O.13:30）
［土・日･祝休業］

附属図書館
開館時間
［平日］
8:30～22:00
［土・日・祝］
10:00～17:00
学習・パソコン利用

工学部
創立50周年記念
公園

理工学部正門

生協ミニショップ
Emi＊re （えみり）

［1階］
営業時間 
［平日］
9:30～18:30
［土･日･祝休業］

中庭
［キャンパスモール］

理工学部事務課
総務係・学務係
情報ひろば
［1階］

シンボルストリート

生物資源産業学部事務課
総務係・学務係 ［2階］
大学院創成科学研究科理工学専攻
国際連携教育研究センター ［3階］

カフェテリア
食事、自習等自由に使用できます。

情報センター
パソコン使用時間
［平日］
2F  8:30～22:00
3F  8:30～18:00
※授業中は利用不可

生協CAFE San-Jyo （さんじょ）
営業時間 ［平日］10:00～18:00
［土･日･祝休業］

自習スペース
自習エリア   ■ 共通講義棟2～6階： 中央エレベータ前にパーテーションで
                     区切られたエリア。エアコン完備。机・椅子（合わせて150名分）
                       1階、4階に自動販売機（飲料）
                              ■ 総合研究実験棟1・2階： エレベータ前リフレッシュコーナー /
                    設備：机、椅子
履修相談室 ■ 共通講義棟3階西端
その他        ■ カフェテリア / 設備： 机、椅子
                              ■ 学生会館1階 / 設備： 机、椅子、雑誌

LED大時計
徳島県「光の八十八カ所」の
1つに認定されています。

自習スペース
総合科学部1号館及び3号館東1～3階
（授業・講演等に使用する場合があるので
あいている時のみ）
設備：机、椅子、自動販売機
教養教育院学生自習スペース
教養教育5号館2階 / 
設備： 机、椅子、PC充電式ロッカー、自動販売機

百寿の門柱
大正11年徳島高等工業
学校当時のもの

常三島遺跡
武家屋敷跡

地域連携大ホール
（常三島けやきホール）
［2階］ 総合科学部事務課

総務係・学務係［1階］

教育支援課
教養教育係［1階］

学生支援課学生支援係
生活支援担当［1階］
入学料・授業料の減免、
奨学金に関することはここへ

生協事務室
営業時間 9:00～18:00
［土･日･祝休業］
生協・共済への加入、給付申請などはここへ

キャンパスライフ
健康支援センター ［1階］ 
［平日］ 8:30～ 17:15

保健管理センター（保健管理部門）
病気、けがの場合はここへ
メンタルヘルス相談もしています。

総合相談室（総合相談部門）
困り事、悩み事などの相談はここへ

生協 ［1階］ 
営業時間 8:15～18:00 ［土･日･祝休業］
売店、書籍、旅行サービス等扱っています。

銀行ATM
阿波銀行・徳島大正
銀行 共通
ゆうちょ銀行ATM

地域創生・国際交流会館
地域社会の国際化や地域課題の解
決を支援する場及び学生、教職員
の国際化を強力に推進するための拠
点となる施設です。

多言語交流コモンラウンジ
［1階］ 
多言語・多文化交流イベントを開催し
ています。

英語学習コミュニケーション
プラザELCS（エルクス） ［2階］
英語学習のためのプログラムを多数
開催しています。

語学学習相談コーナー［2階］
英語学習コミュニケーションプラザ内
で語学の学習支援を行っています。

Global Space
Josanjima ［4階］
留学情報等を得るならここへ

インターナショナルオフィス
［4階］
フューチャーセンターA.BA
［5階］
イノベーションプラットフォームとして利

用しています。

キャリア支援室 ［1階］
学生支援課キャリア支援係
キャリアのことや就職に関する相談はここへ
学生支援課学生支援係
学生の相談や課外活動、福利厚生に関する相談はここへ
アクセシビリティ支援室 ［1階］
［平日］ 8:30～17:15  障がいを持つ学生の修学支援はここへ

生協Dining キララ 
営業時間 8:00～20:00
［土］11:30～14:00
（L.O.13:30）
［日･祝休業］

K's Bakery 
10:00～14:00 
［土・日・祝休業］

特 集   新入生歓迎号

⑦ ①

⑤

③

④

⑥

②

① 教育研究棟1
③ 教育研究棟3
⑤ 先端畜産システム開発施設
⑦ 施設野菜温室

② 教育研究棟2
④ 教育研究棟4
⑥ 創薬・医療機器開発施設

石井地区
キャンパスマップ
　Ishii Campus Map

総合科学部正門



国道192号

大塚講堂

薬学部実験研究棟

長井記念
ホール

医薬創製教育研究センター

蔵本会館

テニスコート

体育館

弓道場 動
物
実
験
施
設

西
外
来
診
療
棟

放
射
線
総
合
セ
ン
タ
ー

西
外
来
診
療
棟

栄養学棟

先端酵素学
研究所A棟

保健学A棟

保健学B棟

先端酵素学
研究所B棟

宿舎棟（蔵本宿舎）
徳島大学あゆみの森保育園［1階］

廃棄物
集積場

青藍会館

保健学C棟

東病棟

特高受電室

維持管理
センター

立体駐車場

青藍講堂

中央診療棟

料金
ゲート

料金
ゲート

連絡橋

立体駐車場
歯学部棟

西病棟

臨床
講義棟

医学臨床B棟

SPD
センター棟

サイクロ
トロン棟

医学
基礎B棟

藤井節郎
記念医科学
センター

附属図書館

立体駐車場

運動場

外来診療棟

総合研究棟

身障者用
駐車場

県立中央病院へ医歯薬学
共同利用棟

医学基礎A棟
医学臨床A棟

災害・感染症
トリアージ棟

県道

18 17

蔵本地区
 キャンパスマップ
  Kuramoto Campus Map

医学部 歯学部 薬学部

LAWSON［1階］ 年中無休
営業時間　［平日］7:00～20:00
［土・日・祝］7:00～18:00

郵便局［1階］
営業時間 ［平日］9:00～17:00
［土･日･祝休業］
ATM営業時間　
［平日］ 8:00～18:00
［土］ 9:00～12:30  ［日･祝休業］

厚仁会売店ボンタ［1階］
営業時間 ［平日］8:00～17:00
［土･日･祝休業］

銀行ATM［1階］
阿波銀行 / 徳島大正銀行 / 四国銀行 
営業時間　［平日］ 8:45～18:00
［土］ 9:00～18:00  ［日･祝休業］

果物店cocomero［1階］
営業時間　
［平日］ 8:30～15:00
［土・日・祝休業］ 

県
立
中
央
病
院
へ

附属図書館蔵本分館
開館時間
［平日］ 8:30～21:00
［土・日・祝］ 10:00～17:00
学習・パソコン利用

歯学部事務課 総務係・学務係 ［1階］
医学部総務課・学務課 ［1階］

すだちホール・LAWSON ［1階］

タリーズコーヒー［1階］
営業時間 ［平日］8:00～17:30
［土･日･祝休業］

天吉うどん［1階］
営業時間 ［平日］9:30～17:00
［土･日･祝休業］

生協CafeteriaKURA-LA （くらら）［1階］
営業時間
［平日］ 8:30～18:00
［土･日･祝休業］

インフォメーションプラザ ［1階］
長井長義博士の像、資料が展示されています。

薬学部事務課 総務係・学務係 ［1階］

勝沼信彦
記念ギャラリー［1階］

薬学部スタジオプラザ［1階］ 長井庭園

生協キッチン SAKU-LA （さくら）
営業時間 ［平日］ 7:50～19:00 
［土・日･祝休業］

生協コンビニ LUCK-LA （らくら）
営業時間 ［平日］ 8:30～18:00 
［土・日･祝休業］

生協書籍・文具・PC SHOKO-LA （しょこら）
営業時間 ［平日］ 9:00～18:00 
［土・日･祝休業］

［2階］ 
アルバイト情報コーナー、ソフトボール用品等の
無料貸出体育館、和室の予約もこちらで。

キャリア支援室蔵本分室 
［平日］ 13:00～21:00

国際課蔵本分室 
［平日］ 9:00～17:00

Global Space Kuramoto
［平日］ 9:00～17:00
留学情報等を得るならここへ

キャンパスライフ健康支援センター 
［平日］ 8:30～17:15

蔵本保健室（保健管理部門） 
病気、けがの場合はここへ

総合相談室（総合相談部門）  
困り事、悩み事などの相談はここへ

［1階］ 

キッチン SAKU-LA

コンビニ LUCK-LA

書籍・文具・PC SHOKO-LA 

主な無線LANアクセスポイント（※利用するには情報センターへの申請が必要です。）

自習スペース

医学部 
［医学科］（学年指定）
■ クリクラ控室 / 臨床講義棟1階
■ チュートリアル室（12室） /  医学基礎B棟3・4階
■ 学生自習室（3室） / 医学基礎B棟3階
■ クリクラ控室 / 医学臨床B棟1階
■ クリクラ控室 / 医学臨床A棟2階

［医科栄養学科］ ■ 学習支援室 / 栄養学棟2階 
［保健学科］        ■ 看護学専攻学生自習室 / 保健学A棟1・ 5階

                                     ■ 放射線技術科学専攻学生自習室 / 保健学A棟3階
                                     ■ 検査技術科学専攻学生自習室 / 保健学A棟5階
                                     ■ 学生自習室 / 保健学C棟1・2階
歯学部            ■ 学生自習室 / 歯学部棟2階
薬学部            ■ スタジオプラザ / 薬学部実験研究棟1階

長井長義先生の青石

孔子の「歓びの木」

慰霊塔「愛」

ヒポクラテス
の誓い

中田篤郎博士像
徳島大学初代学長

特 集   新入生歓迎号

常
三
島
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

新
蔵
町（
バ
ス
停
）

徳島大学本部

日亜会館

しんくら
会館

国
道
11
号

新蔵地区
キャンパスマップ
  Shinkura Campus Map

常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
徒
歩
15
分

日亜会館

1階: ガレリア新蔵
徳島大学の地域連携・社会交流活動
拠点として、 ①各種イベントの開催、②
教育研究活動の展示紹介などに活用
されます。ギャラリーフロアには可動式
の展示パネルがあり、展示室では、様々
なテーマの特別展示を行っています。

3階: 放送大学徳島学習センター
4階: 留学生宿舎



20 19

　

医
科
栄
養
学
科
を
卒
業
後
、
医
学
科

を
再
受
験
し
た
村
上
さ
ん
。
栄
養
学
に

つ
い
て
勉
強
し
て
い
く
中
で
、「
も
っ

と
深
く
学
び
た
い
」
と
感
じ
、
医
学
科

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

お
話
を
聞
い
た
2
月
下
旬
は
ち
ょ
う

ど
病
院
実
習
の
時
期
。
医
科
栄
養
学
科

の
4
年
時
も
病
院
実
習
が
あ
り
、
患
者

さ
ん
へ
の
食
事
指
導
や
栄
養
管
理
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
際
も
患
者
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
病
態
の
理
解
が
不
可
欠
と
感

じ
て
い
た
そ
う
。
両
方
を
体
験
し
、「
食

事
や
栄
養
は
生
き
て
い
く
上
で
非
常
に

　

前
号
の
『
と
くtalk

（
1
9
0
号
）』

で
も
特
集
さ
れ
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
。
世
界
の
諸
課
題
を
解
決

す
る
優
れ
た
人
材
育
成
を
目
指
し
、
多

様
な
ス
キ
ル
を
実
践
的
に
体
得
す
る
授

業
「
次
世
代
事
業
創
造
実
践
」
を
、
昨

年
度
受
講
し
た
林
さ
ん
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
好
き
で
将
来
、
起
業
を
考
え
て
い

る
林
さ
ん
は
、
模
擬
会
社
で
の
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販
売
を
通
じ

て
起
業
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
は
3
人
が
チ
ー
ム
に
な
っ
て
助

け
あ
い
、
自
身
で
立
ち
上
げ
た
模
擬
株

式
会
社
を
運
営
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

大
事
な
こ
と
。
食
も
大
切
に
で
き
る
ド

ク
タ
ー
に
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を

強
く
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

医
科
栄
養
学
科
か
ら
医
学
科
を
目
指

す
学
生
は
、
中
退
し
て
医
学
科
へ
入
り

で
進
み
ま
す
。
林
さ
ん
は
販
売
を
始
め

る
前
に
約
60
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
購
入
金
額
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
ク
セ
サ
リ
ー
は
だ

い
た
い
3
0
0
0
円
く
ら
い
で
す
が
、

3
0
0
0
円
だ
と
学
生
は
買
い
に
く

直
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
村

上
さ
ん
は
管
理
栄
養
士
の
国
家
資
格
と

医
師
免
許
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
で
働

く
こ
と
を
目
指
し
、
中
退
は
せ
ず
、
医

科
栄
養
学
科
を
卒
業
後
、
医
学
科
再
受

験
と
い
う
選
択
を
し
ま
し
た
。「
ど
こ

ま
で
栄
養
学
の
知
識
を
活
か
し
て
関

わ
っ
て
い
け
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

栄
養
学
も
含
め
あ
ら
ゆ
る
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
」
と
真
摯
に

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
村
上
さ
ん
が
、
も
う
ひ
と
つ

目
指
し
て
い
る
こ
と
…
そ
れ
は
〝
学
業

い
。
か
と
い
っ
て
1
0
0
円
シ
ョ
ッ

プ
で
売
っ
て
い
る
も
の
は
、
愛
着
が
湧

か
な
い
」
と
分
析
。
学
生
で
も
買
い
や

す
く
、
身
に
つ
け
て
い
る
と
自
信
が
湧

く
、
お
守
り
の
よ
う
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー

を
作
ろ
う
と
、
ブ
ラ
ン
ド
名
を
フ
ラ
ン

ス
語
で
〝
私
の
た
め
に
〞
を
意
味
す
る

『
プ
モ
ア（m

oi pour

）』に
決
め
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
ピ
ア
ス
、
イ
ア
リ
ン
グ
、
カ

チ
ュ
ー
シ
ャ
、
バ
レ
ッ
タ
な
ど
1
2
0
個

を
手
作
り
し
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
そ

れ
ぞ
れ
の
得
意
を
い
か
し
て
E
C
サ
イ

ト
の
運
営
や
会
計
面
を
サ
ポ
ー
ト
。
蔵

本
祭
や
常
三
島
祭
で
も
販
売
し
た
結
果
、

と
家
庭
の
両
立
〞
で
す
。

　

医
学
科
に
入
学
し
て
2
年
目
に
結
婚

し
た
村
上
さ
ん
。
ご
主
人
は
、
村
上
さ

ん
が
医
科
栄
養
学
科
の
時
に
所
属
し
て

い
た
弓
道
部
の
先
輩
で
、
現
在
は
医
師

と
し
て
勤
務
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
家

庭
で
は
、
夫
婦
2
人
分
の
お
弁
当
作
り

や
食
事
作
り
を
は
じ
め
と
し
た
家
事
を

こ
な
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
い
い

食
事
を
こ
こ
ろ
が
け
、
で
き
る
だ
け
手

作
り
し
、
お
互
い
の
健
康
を
食
か
ら
考

え
て
い
ま
す
。

収
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
体
験
し
て
み
て
自
分
で
す
べ
て
考

え
な
い
と
い
け
な
い
の
は
メ
リ
ッ
ト
で
も

あ
る
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
私
は
シ
ン
グ
ル
タ
ス
ク
タ

イ
プ
な
の
で
、
販
売
戦
略
や
売
り
上
げ

管
理
な
ど
複
数
の
こ
と
を
行
う
よ
り
も

デ
ザ
イ
ン
や
制
作
に
集
中
で
き
る
方
が

い
い
な
、
と
い
う
気
付
き
も
あ
り
ま
し

た
。『
次
世
代
事
業
創
造
実
践
』
は
学

部
関
係
な
く
受
け
ら
れ
る
授
業
で
、
学

部
に
よ
っ
て
は
単
位
も
取
得
で
き
ま
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
受
講
し
て
み
て
く
だ

さ
い
」。

My Life Situation

趣味 ： ピアノ、ドラム、スキー、旅行（世界遺産検定を取得し、世界遺産巡りも楽しんでいます）

My Life Situation

趣味 ： おしゃれすること
サークル ： 軽音部
アルバイト ： 飲食店や古着店

蔵本キャンパス  医学部 医学科 4年 村上 由佳 （むらかみ ゆか）常三島キャンパス   総合科学部 地域創生コース 2年 林 果鈴 （はやし かりん）

医科栄養学科から医学科へ
ダブルライセンス取得と、家庭との両立も目指す

手に届くきらめきで日常を美しく
“私のための”お守りアクセサリーの販売に挑戦

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
心弾む新生活。充実した学生生活を送るヒントを先輩たちから
もらいましたので、ぜひ参考にしてみてください。

My Campus Life

売り上げに効果があったのはインスタグラムのリール動画。友達や先輩、後輩を中心に購
入者が増え、知り合いのSNSを通じて情報が広まったそうです。授業以外にも定期ミーテ
ングなどを重ね、夏休みを費やして挑戦したそう。「自分たちが作った物が売れて収入を得
るのは、アルバイトとは違った達成感がありました」。

急患が入るなど、お昼も何かと慌
ただしいため、「お弁当なら自分
の空き時間にさっと食べられる」と
ご主人にも喜ばれているそう。健
康面を考え、野菜カップを必ず入
れるのがポイント。
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V
R
、メ
タ
バ
ー
ス
で
行
う

新
し
い
避
難
訓
練

　

ゲ
ー
ム
な
ど
で
す
っ
か
り
身
近
に

な
っ
た
V
R
（Virtual Reality

）。
V
R

ゴ
ー
グ
ル
と
い
う
専
用
の
機
器
を
頭
に

装
着
す
る
こ
と
で
、
多
人
数
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
中
に
構
築
さ
れ
た
三
次
元

の
仮
想
空
間
（
メ
タ
バ
ー
ス
）
を
リ
ア

ル
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

光
原
先
生
は
、
こ
の
V
R
や
メ
タ

バ
ー
ス
を
災
害
時
の
避
難
訓
練
に
活
用

す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
メ
タ
バ
ー
ス
は
一
般
的
に
自
分
に

と
っ
て
の
理
想
的
な
場
所
（
ユ
ー
ト
ピ

ア
）
で
あ
り
、
居
心
地
の
い
い
空
間
。

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
過
ご
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
災
害
が
起
こ
っ
た
ら

『
人
間
は
ど
ん
な
風
に
行
動
す
る
だ
ろ

う
？
』
と
い
う
点
に
興
味
が
あ
り
、
メ

タ
バ
ー
ス
内
を
災
害
の
状
況
に
一
変
さ

せ
、
そ
こ
で
の
行
動
を
科
学
的
に
分
析

し
、
現
実
世
界
の
防
災
に
役
立
て
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」。

メ
タ
バ
ー
ス
で
の
行
動
を
デ
ー
タ
化

防
災
に
役
立
て
る

　

メ
タ
バ
ー
ス
で
は
ラ
ン
ダ
ム
に
災

害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
よ
り
自
分
事
と
し
て
体
験
で
き
る

よ
う
、
気
象
庁
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
日

本
各
地
で
発
生
し
た
強
い
地
震
を
シ
ス

テ
ム
が
検
知
。
そ
れ
と
連
動
し
て
メ
タ

バ
ー
ス
で
同
じ
震
度
の
地
震
を
お
こ
す

実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
で
災
害
が
起
こ
る
と

「
避
難
す
る
・
し
な
い
」
も
含
め
、
ど

う
行
動
す
る
か
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
由
。

そ
の
行
動
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
「
大
勢

を
追
っ
て
避
難
し
が
ち
で
、
狭
い
と
こ

ろ
に
人
が
殺
到
し
て
し
ま
う
」
と
い
っ

い
ま
す
。

「
こ
れ
ま
で
も
V
R
に
よ
る
防
災
訓
練

や
防
災
教
育
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

『
今
か
ら
訓
練
し
ま
す
』
と
い
う
告
知

の
う
え
で
実
施
さ
れ
る
の
で
、『
ち
ゃ
ん

と
や
ら
な
く
て
は
』
と
い
う
意
識
が
働

い
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
実
験
で

は
楽
し
ん
で
い
る
状
況
下
で
不
意
に
災

害
が
起
こ
る
の
で
、
人
間
の
本
性
が
分

か
り
、
新
し
い
知
見
を
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」。

研
究
開
始
の
き
っ
か
け
は

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い

　

光
原
先
生
が
こ
の
研
究
を
始
め
よ
う

　

地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
だ
け

で
な
く
、
国
際
情
勢
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
学
生
た

ち
は
様
々
な
不
安
要
素
に
囲
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
う
し
た
暗
い
話
題
に
飲
み

込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、「
希
望
を
も
っ

て
学
生
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
」
と
い

う
光
原
先
生
。「
僕
の
好
き
な
言
葉
に

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
『If you 

can dream
 it, you can do it.

（
夢
見

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
実
現
す

る
）』
が
あ
り
ま
す
。
新
入
生
も
そ
う

い
う
前
向
き
な
姿
勢
で
日
々
を
過
ご
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」。

た
傾
向
を
把
握
し
、
現
実
世
界
の
避
難

計
画
に
活
用
し
ま
す
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
で
は
学
生
た
ち
が
普
段

利
用
し
て
い
る
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス
を

再
現
。建
物
の
配
置
や
机
や
椅
子
な
ど
、

教
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
同
じ
で
す
。

　

さ
ら
に
光
原
先
生
や
研
究
室
の
学
生

の
み
な
さ
ん
も
ア
バ
タ
ー
と
な
っ
て
活

躍
！
「
授
業
中
、
火
災
が
お
き
た
ら
」、

「
先
生
が
負
傷
し
た
ら
」
な
ど
災
害
の

シ
ナ
リ
オ
も
設
定
で
き
、
実
験
後
、
自

分
た
ち
の
行
動
を
客
観
的
に
分
析
し
ま

す
。「
優
し
い
先
生
は
助
け
る
け
ど
、

厳
し
い
先
生
は
助
け
な
い
」
な
ど
、
実

際
の
人
間
関
係
や
心
理
学
的
な
側
面
も

デ
ー
タ
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
工
夫
し
て

と
思
っ
た
の
は
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
。
30
年
以
内
に

約
80
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
。「
も
し
子
ど

も
が
地
震
に
遭
遇
し
て
も
、
命
を
守
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。
命
を
守
る
避
難
訓

練
を
I

C
T
で
充
実
さ
せ
よ
う
」
と

い
う
思
い
が
、
研
究
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
そ
の
後
、
下
の
娘
が
生
ま
れ
、
し

ば
ら
く
し
て
東
日
本
大
震
災
が
お
き
ま

し
た
。
そ
の
時
は
海
外
出
張
中
で
、
遠

く
離
れ
た
場
所
か
ら
震
災
の
様
子
を

ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
だ
け
で
、
何
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
も
『
親
が
い

な
く
て
も
、
自
分
で
命
を
守
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
さ
ら
に
強
く
思

い
、
研
究
に
力
が
入
り
ま
し
た
」。

　

光
原
先
生
は
子
ど
も
達
へ
の
防
災
教

育
推
進
を
目
指
し
、
徳
島
県
内
の
小
中

学
校
を
中
心
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
た
避
難
訓
練
も
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
シ
リ
ア
ス
な
話
題
に
な
り

が
ち
な
防
災
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
的

に
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
ポ
ケ
モ
ン
G
O
に
似
た
避
難
場

所
学
習
用
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
も
試
作
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面

で
の
訓
練
実
施
が
困
難
に
。「
こ
の
ま

ま
で
は
避
難
訓
練
が
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い･･･

」
と
い
う
危
機
感
を
抱

き
、V
R
で
避
難
訓
練
が
で
き
る
よ
う
、

精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

最
先
端
研
究
探
訪
﹇
取
材
﹈

理工学部 准教授

光原 弘幸 （みつはら ひろゆき）

災害時、多くの命を守れるよう
避難訓練をICTで強化

普段作業している学生部屋
をメタバースに再現。学生の
みなさんが構築作業に奮闘し
たそう。現在はまだ研究レベ
ルのため、一般的に誰もが体
験できる状況ではありません
が、VRゴーグルも一般に浸
透しているので、新しい避難
訓練として定着するのもそう
遠くないかも。

（右）タブレット端末を使った
避難訓練に参加する生徒さ
んたち。架空の災害状況を見
て、どう行動するかを考えなが
ら避難していきます。

（左）ポケモンGOに影響を受
けた試作アプリ。避難場所を
訪れると収容人数と同じポイ
ントをゲットでき、災害伝承碑
などを訪れるとポイントとキャ
ラクターを交換できます。

「VR避難訓練のいいところは繰り返
し、様々なシチュエーションを体験でき
ること。『別の避難行動をとるべきだっ
た』、『普段から○○しておこう』といっ
たことに気付くきっかけになります」と
いう光原先生。

研究室メンバー（上）とアバターの集合写真（取材時に不在だった学生も一緒
に）。特徴をよく捉えています。
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示
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
か
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
子
ど
も
の
頃
の
逆
境
体
験
で
人

生
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
く
、
体
験
の
本
質
や

一
人
ひ
と
り
に
添
っ
た
対
処
方
法
を
研

究
し
、
支
援
に
役
立
て
た
い
と
い
い
ま

す
。

　

仁
木
さ
ん
は
「
大
学
生
の
ネ
ッ
ト
い

じ
め
加
害
」
を
テ
ー
マ
に
修
論
を
ま
と

め
ま
し
た
。
友
達
か
ら
悩
み
を
打
ち

明
け
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
仁
木
さ

ん
。
い
じ
め
に
関
す
る
相
談
も
あ
り
、

「
な
ぜ
、
い
じ
め
が
起
こ
る
の
か
」、「
な

ぜ
そ
ん
な
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
人
が
い

る
の
か
」
を
疑
問
に
思
っ
て
い
た
そ
う
。

研
究
を
通
し
て
、
加
害
者
に
も
攻
撃

行
動
を
し
て
し
ま
う
背
景
が
あ
る
と

知
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
で

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。

相
手
を
主
体
に
お
い
て

話
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

　

内
海
先
生
の
研
究
室
は
心
理
学
の
中

で
も
臨
床
心
理
学
と
い
う
実
践
応
用
分

野
。
最
近
で
は
多
く
の
学
校
で
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
心
理
学
＝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
認
知
心
理
学
、
社
会
心
理

学
な
ど
「
○
○
心
理
学
」
の
数
を
数
え

た
ら
山
ほ
ど
あ
る
と
い
う
く
ら
い
、
裾

野
の
広
い
学
問
で
す
。

　

臨
床
心
理
学
は
比
較
的
新
し
い
分
野

で
、人
々
が
生
き
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

心
に
関
す
る
問
題
の
成
り
立
ち
を
研
究

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
内
海
先
生
。

　
「
互
い
に
関
係
す
る
〝
心
〞
と
〝
身

体
〞、
両
方
の
専
門
家
が
い
て
、
人
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。〝
心
〞
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
臨
床

心
理
学
と
い
う
支
援
の
実
践
分
野
だ
け

で
な
く
、
心
の
仕
組
み
を
理
論
的
に
研

究
す
る
基
礎
心
理
学
を
専
門
に
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
先
生
も
い
ま
す
。
さ
ら
に

総
合
科
学
部
に
は
心
理
学
的
支
援
を
考

え
る
際
に
必
要
と
な
る
様
々
な
領
域
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
先
生
も
お
り
、
多

角
的
な
視
点
で
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」。

　

内
海
先
生
は
地
域
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
に
も
積
極
的
で
、
臨
床
心
理
情

報
学
を
専
門
と
し
て
い
る
山
本
哲
也
准

教
授
と
共
同
で
発
表
し
た
「
A
R
阿

波
踊
り
―
阿
波
踊
り
の
魅
力
を
最
大
化

し
た
り
、
そ
の
問
題
を
軽
く
し
た
り
す

る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
心
の
動
き
を
可
視
化
す
る

よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
進
ん
で
い
て
、

例
え
ば
心
理
検
査
を
し
て
い
る
と
き

に
M
R
I
な
ど
で
脳
活
動
の
デ
ー
タ

を
取
り
、
心
の
状
態
を
数
値
と
し
て

把
握
す
る
取
り
組
み
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
心
理
学
は
心
や
行
動
に
つ
い

て
、
個
人
的
な
視
点
か
ら
だ
け
で
な

く
、
集
団
的
な
視
点
か
ら
も
研
究
す
る

た
め
、
社
会
で
生
き
る
自
分
自
身
の
生

き
や
す
さ
や
振
り
返
り
に
役
立
て
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。「
基
礎
的
な
も
の
か

ら
、
応
用
研
究
、
実
践
分
野
に
至
る
の

が
心
理
学
の
面
白
さ
で
あ
り
、
深
み
に

は
ま
る
と
こ
ろ
」
と
い
う
内
海
先
生
。

「
心
理
学
を
通
じ
て
相
手
の
こ
と
を
考

え
て
行
動
で
き
る
人
を
育
て
た
い
。
相

手
を
主
体
に
お
い
て
話
が
で
き
る
、
そ

う
い
う
視
点
を
持
っ
た
人
に
な
っ
て
欲

し
い
」
と
い
う
の
が
先
生
の
願
い
で
あ

り
、
こ
の
研
究
室
の
目
標
で
す
。

様
々
な
心
の
問
題
と
向
き
合
い

体
験
の
本
質
を
理
解
し
、

研
究
に
い
か
す

　

内
海
先
生
の
専
門
分
野
は
被
災
者
支

援
や
被
害
者
支
援
。
事
件
や
事
故
、
災

す
る
拡
張
現
実
技
術

̶

」
は
「
第
2

回
デ
ジ
タ
ル
と
く
し
ま
大
賞 

N
T
T

ド
コ
モ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
後

は
V
R
や
A
R
な
ど
の
技
術
を
心
理

療
法
に
応
用
し
た
い
そ
う
。
授
業
で
も

「
心
理
学
を
学
ぶ
な
ら
、
総
合
科
学
部

の
心
身
健
康
コ
ー
ス
は
最
強
だ
説
」
を

唱
え
て
い
ま
す
。

害
な
ど
に
遭
っ
た
人
に
あ
ら
わ
れ
る
心

身
の
反
応
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
こ
っ

た
P
T
S
D
の
よ
う
な
精
神
疾
患
に

つ
い
て
の
心
理
療
法
を
専
門
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
内
海
先
生
の
研
究
に
興
味
を

も
ち
、
以
前
か
ら
こ
の
研
究
室
に
入
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
山
中
さ
ん
。
18
歳

ま
で
の
逆
境
的
体
験
が
、
成
人
後
の
心

身
の
健
康
度
合
い
に
影
響
す
る
と
い
う

「
A
C
E
研
究
（adverse childhood 

experiences

）」
に
興
味
を
も
っ
て
い

ま
す
。

　
「
A
C
E
研
究
」
で
は
、
心
や
身
体

に
関
す
る
ス
ト
レ
ス
や
家
庭
環
境
の
困

難
さ
な
ど
の
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
、
4
つ

以
上
そ
う
し
た
体
験
の
あ
る
人
は
ゼ
ロ

の
人
（
家
庭
環
境
に
何
も
問
題
の
な
か
っ

た
人
）
と
比
べ
て
、
成
人
後
の
自
死
企

図
率
が
12
倍
に
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

　

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
バ
ン
さ
ん

は
、
精
神
的
に
問
題
を
抱
え
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
ま
す
。
抑
う
つ
やW

ell -

being

（
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
な
ど
複
数

の
質
問
に
答
え
て
も
ら
い
、
サ
イ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（Psychological 

C
apital

）
と
い
う
本
人
の
持
つ
〝
が
ん

ば
る
力
〞
に
着
目
。
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
っ
て

も
自
分
の
体
験
と
向
き
合
い
、
大
変
な

状
況
下
で
ど
う
す
れ
ば
力
を
発
揮
で
き

る
の
か
、
人
間
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
に
興

味
も
ち
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総
合
科
学
部
で

心
理
学
を
学
ぶ
意
義

　

心
理
学
科
で
は
な
く
、
総
合
科
学
部

の
心
身
健
康
コ
ー
ス
で
心
理
学
を
学
ぶ

意
義
に
つ
い
て
、
心
と
身
体
の
双
方
か

研
究
室
へ
よ
う
こ
そ
﹇
取
材
﹈

◎ナビゲーター　
大学院 創成科学研究科 臨床心理学専攻

1年 山中 茉椰  （なかやま まや）    

2年 VU THI THUY VAN （ヴー ティ トゥイ バン）    

2年 仁木 柚葉 （にき  ゆうは）    

（写真左から）山中さん、バンさん、仁木さん。

（左上）ライオンの下はPTSDに対する認知行動療法
であるPE療法（Prolonged Exposure Therapy）に
ついて、その開発者のDr.Foa （米国ペンシルバニア大
学）からのcertification。（右上）先生が息抜きに作っ
たザクヘッド。バイクやドライブも趣味だそうです。

研究室のみなさん。犯罪被害者支援など司法や犯罪領
域に興味がある人、地震などの自然災害の支援に興味
をもった人、自身の生い立ちを心理学的に考察すること
で、“生きやすさ”を見出したいという人、内海先生の研
究室で物の見方を学びたいという人など、幅広い興味を
もった学生が集まっています。

研究室で作ったパンフレット。以前は徳島県警や徳島被
害者支援センターなどと共催でイベントやシンポジウムも
行い、フィールドワークも積極的に行っていたそうですが、コ
ロナ禍で休止に。現在は被害者支援センターでのボラン
ティアを中心に規模を縮小して活動を続けています。

内海先生が被害者支援、災害者支援に関わることに
なったのは2001年に大阪教育大学附属池田小学校
で発生した無差別殺傷事件がきっかけ。事件直後から
支援のお手伝いに入り、現場の凄惨の様子や当事者の
思いや、現場に居合わせた子どもたちの対応などをおこ
なってきました。将来、重い話を聴く機会もくるであろう学
生に「支援に関わる活動をしている間は相手を主体にし
て、それが終われば、今度は自分を主体にする。オン・オフ
をしっかりつけて、自分の時間はできる限り確保して欲し
い」とアドバイスします。

包
括
的
な
視
点
を
も
ち
、議
論
し
、検
証
し
て

そ
の
結
果
を
発
表
、発
信
で
き
る
人
材
を
育
て
る

総合科学部 教授

内海 千種（うちうみ ちぐさ）研究室
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徳
島
大
学
大
学
院
創
成
科
学
研
究
科

理
工
学
専
攻
の
林
虹
君
と
申
し
ま
す
。

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
制

度
で
入
学
し
、
台
湾
で
は
南
臺
科
技
大

学
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
徳
島
大
学
に

来
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
台

湾
の
先
輩
が
徳
島
大
学
を
紹
介
し
て
く

れ
た
こ
と
で
す
。
2
0
1
9
年
に
徳

島
大
学
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
、

徳
島
大
学
で
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
2
0
2
2
年
5
月
か
ら
徳
島
大
学

で
研
究
し
て
い
ま
す
。

徳
島
大
学
へ
来
た
と
き
、
研
究
室
の

皆
さ
ん
は
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
で
も
研
究
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
く
れ
ま
す
し
、
研
究
以
外
で
も
楽
し

く
交
流
し
て
い
ま
す
。
所
属
し
て
い
る

応
用
化
学
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
に
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ソ
フ
ト

初
め
て
の
留
学

私
は
、
自
身
の
リ
ス
ニ
ン
グ
力
、
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
力
の
向
上
、
人
間
性
の
成

長
を
目
的
と
し
て
、
南
イ
リ
ノ
イ
大
学

（
S
I
U
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
を
し

ま
し
た
。
高
校
時
代
に
英
語
を
得
意
科

目
に
し
て
い
た
こ
と
や
大
学
進
学
後
も

英
会
話
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
様
々
な
方
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
留
学
を
通
じ

て
、「
実
践
的
な
英
語
力
」
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 今
ま
で
の
授
業
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま

で
受
け
て
き
た
日
本
で
の
英
語
教
育
と

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
英
文
法
を
最
重
要
視
し
た
学
習

が
主
だ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
グ
ル
ー
プ

単
位
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
参
考

資
料
等
の
作
成
を
通
し
て
、「
実
践
的

に
」
英
語
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
当

初
私
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
よ
う
に
も

思
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時

に
新
た
な
発
見
も
多
く
見
ら
れ
、
英
単

語
を
英
語
で
覚
え
る
と
い
っ
た
学
習
は

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
で
し
た
。
単
語
ご
と

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
練
習
し
た
り
す
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。ま
た
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学

ん
だ
り
、
徳
島
の
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ

ト
に
行
っ
た
り
し
て
、
印
象
に
残
る
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
徳
島
大
学
で
授
業
を
受
け
た

と
き
、
専
門
用
語
が
多
く
、
難
し
く
感

じ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
理
解
で
き

て
い
な
い
と
き
は
、
先
生
が
丁
寧
に
英

語
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
授

業
を
受
け
る
に
つ
れ
て
、
次
第
に
授
業

の
内
容
に
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
も
っ
と
日
本
語
の
リ
ス
ニ
ン

グ
力
を
高
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

台
湾
で
は
高
分
子
の
研
究
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
徳
島
大
学
で
は
無
機
材
料

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
研
究
の

過
程
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き

に
先
生
に
質
問
す
る
と
、
詳
し
く
丁
寧

に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
無
機
材

料
は
高
分
子
ほ
ど
専
門
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
だ
ん

だ
ん
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
指
導
教
員
で
あ
る
森
賀
先
生
と
村

井
先
生
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
徳
島
大

学
で
の
生
活
で
つ
ら
く
感
じ
る
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
先
生
方
や
友
達
が
励
ま

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
安
心
し
て
前
に

進
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

海
外
に
住
む
よ
う
に
な
る
と
、
い
ろ

だ
け
で
な
く
、私
の
意
見
が
伝
わ
り
、こ

の
留
学
に
参
加
し
て
い
た
日
本
人
の
方

だ
け
で
な
く
、
中
東
や
南
米
の
方
々
と

楽
し
く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
、
少
し
の
勇
気
を

持
つ
だ
け
で
、
英
語
学
習
を
通
し
て
世

い
ろ
な
こ
と
を
自
分
自
身
で
対
処
し
解

決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
徳

島
大
学
で
今
ま
で
遭
遇
し
な
か
っ
た
多

く
の
問
題
に
ぶ
つ
か
り
解
決
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
以
前
よ
り
自
立
し
た

人
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学

院
を
修
了
し
た
後
、
経
験
を
積
む
た
め

に
日
本
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
は
化
学
工
学
に
関
係
す
る
企
業
の

研
究
開
発
者
と
し
て
働
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
挑
戦
を
恐
れ
ず
会
社
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

界
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
経
験
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 こ
れ
か
ら
留
学
す
る
皆
さ
ん
へ

「
留
学
」
と
い
う
と
日
本
語
が
通
じ

な
い
世
界
で
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る

の
か
を
気
に
さ
れ
る
方
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
。
か

く
い
う
私
も
そ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
心
配
は

無
用
で
す
。
特
に
、
オ
ン

ラ
イ
ン
留
学
は
気
軽
に
参

加
で
き
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

本
格
的
な
英
語
学
習
を
始

め
る
機
会
と
な
り
、
留
学

前
の
非
常
に
有
意
義
な
ス

テ
ッ
プ
と
な
り
得
ま
す
。

私
も
こ
の
留
学
で
自
信
が

持
つ
こ
と
が
で
き
、
あ
ら

た
め
て
い
つ
か
は
本
格
的

に
留
学
し
た
い
と
強
く
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
人
に
な
る
と
な
か

な
か
留
学
機
会
を
得
る
こ

と
は
難
し
く
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
大
学
生
で
あ
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん

も
挑
戦
の
一
歩
を
踏
み
出

し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

ボ
ー
ル
は
人
生
で
初
め
て
の
体
験
で
し

た
。
大
会
の
前
に
み
ん
な
と
一
緒
に
練

習
し
て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。こ

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
準
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

徳
島
大
学
へ
留
学
す
る
前
、
徳
島
の

文
化
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。
一
番
お

も
し
ろ
い
と
思
っ
た
の
は
阿
波
踊
り
で

す
。
そ
れ
で
、
8
月
の
阿
波
踊
り
に
迷

わ
ず
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
、
膝
を
け
が
し
て
し
ま
い
踊

り
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
締
太

鼓
を
演
奏
し
ま
し
た
。
実
際
の
阿
波
踊

り
で
は
、
道
の
両
側
に
多
く
の
観
客
が

い
て
、
テ
レ
ビ
局
も
取
材
に
来
て
い
ま

し
た
。
徳
島
の
阿
波
踊
り
は
と
て
も
盛

大
で
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

徳
島
大
学
に
来
て
か
ら
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
や
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
参

加
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
と

友
だ
ち
に
な
り
、
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

の
細
か
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
や
類
語
と
の
違

い
を
認
識
し
や
す
く
な
り
、
そ
れ
ら
が

積
み
重
な
る
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
よ
り
自
然
な
単
語
や
表

現
を
用
い
て
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
、
英
単
語
を
勉
強

す
る
際
に
は
英
語
を
英
語
で
学
び
、
小

さ
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
に
も
気
を
配

り
な
が
ら
英
語
力
を
培
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 英
語
で
会
話
す
る
こ
と
の

楽
し
さ

当
初
の
私
は
英
語
を
話
し
た
い
と
は

思
い
つ
つ
も
、
自
分
の
発
音
に
自
信
を

持
て
ず
、
英
語
を
話
す
こ
と
に
ど
こ
か

と
ま
ど
い
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、文
法

や
単
語
に
は
あ
る
程
度
の
自
信
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
実
際
話
す
と
な
る
と
自

分
が
発
し
た
英
語
は
本
当
に
あ
っ
て
い

る
の
か
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
や
は

り
英
語
を
発
す
る
こ
と
に
気
後
れ
し
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
じ
ク
ラ
ス
で
学
習
し
て

い
る
方
が
そ
う
い
っ
た
日
本
人
的
観
点

を
一
切
気
に
さ
れ
ず
に
英
語
を
話
す
姿

勢
に
後
押
し
さ
れ
、
少
し
の
勇
気
を

も
っ
て
英
語
を
話
し
て
み
る
と
、
自
身

が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
自
分
の
英
語
表

現
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

徳島大学での
楽しい研究室生活
大学院創成科学研究科 理工学専攻 2年

林 虹君
（リン コウクン）［台湾］

My Life in Tokushima

薬学部 創製薬科学科 3年

瀬戸田 紋李 （せとだ あやり）

SIUオンライン留学に
参加して

応用化学システムコースC-1研究室
（筆者：1列目左端） 

研究室の友人（筆者：後列左側）

化応連阿波踊り（筆者：1列目左から2番目）
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協定大学等分布
2022年5月1日現在

総数＝32ヵ国・地域
　　   97大学等

国際交流協定一覧

北アメリカ

9大学等

ヨーロッパ

17大学等 アジア

65大学等

南アメリカ

2大学等オセアニア

2大学

中東

1大学
アフリカ

1大学

国際交流により、異文化を理解し、世界の教育研究の発展に寄与することは
大学の重要な使命の一つです。本学では、国際交流協定校との連携強化、
外国人留学生及び研究者の受入支援体制の整備、本学学生の海外派遣制度の充実、
教員、職員など各層の国外研修制度の整備などを進めています。
ここでは、本学が協定を結んでいる海外の大学等を紹介します。

徳島大学の 国際交流

国・地域
インド
インドネシア

韓国

タイ王国
台湾
中国

ベトナム

大学等名
サビトリバイ プーレ プネ大学
ガジャマダ大学
ムハマディア大学ジョグジャカルタ校
慶北大学
韓国海洋大学
ソウル国立大学
時事日本語学院
東国大学
キングモンクット工科大学トンブリ校
国立台湾科技大学
武漢大学
吉林大学
西安交通大学
南通大学
同済大学
南京大学
大連理工大学
ドンズー日本語学校
ベトナム国立栄養院
ベトナム国立農業大学
ダナン大学

部局
総合科学部

医学部

医学部 
大学院医科栄養学研究科

医学部 
大学院保健科学研究科

歯学部

薬学部

薬学部 
大学院薬学研究科

大学院社会産業
理工学研究科理工学域

大学院創成科学研究科

理工学部

生物資源産業学部
高等教育研究センター
埋蔵文化財調査室

国・地域
マレーシア

モンゴル
イスラエル
オーストラリア
ニュージーランド
アメリカ合衆国

カナダ
ブラジル
イタリア
スイス
ドイツ
フランス
ブルガリア
ポルトガル
エチオピア

国・地域
韓国
台湾

中国
ベトナム
アメリカ合衆国
カナダ
クロアチア

スウェーデン
スロベニア
ベルギー
ラトビア
ネパール
フィンランド
韓国

タイ王国
フィリピン

インド

インドネシア

韓国
中国

チリ
フィンランド
インド

インドネシア
中国

アメリカ合衆国
カナダ
中国
アメリカ合衆国

ドイツ
インド

インド

韓国
台湾
モンゴル
チェコ
フランス
中国
台湾
韓国

大学等名
マレーシアサインズ大学
マレーシア工科大学
マレーシア国民大学
マラヤ大学
マレーシアマラッカ技術大学
モンゴル国立医科大学
テクニオン―イスラエル工科大学
モナシュ大学
オークランド大学
フロリダアトランティック大学
テキサス大学ヒューストン
ヘルスサイエンスセンター

南イリノイ大学
トリニティウエスタン大学
パラナ連邦工科大学
ミラノ大学
バーゼル大学
ハノーバー医科大学
ボルドー大学
ヴェリコ・タルノヴォ大学
レイリア工科大学
ゴンダール大学

大学等名
韓国外国語大学
国立嘉義大学人文芸術学院
育達科技大学人文社会学院
開南大学人文社会学院
寧波大学外国語学院
ベトナム国家大学ハノイ校外国語大学
スリパリーロック大学
ビショップス大学
ザグレブ大学人文社会科学部
ザグレブ大学クロアチア研究部
ルンド大学人文神学部
リュブリャナ大学文学部
ゲント大学文学哲学部
ラトビア大学人文学部
トリブバン大学医学部
メトロポリア応用科学大学保健看護学部
延世大学バイオメディカル・エンジニアリング研究部
延世大学スペース・バイオサイエンス研究部
プリンスオブソンクラ大学看護学部
セントポール大学フィリピン
シリマン大学看護学部
スリハサナンバ歯科大学
マニパール歯科大学
SRM歯科大学
ハントゥアー大学歯学部
スルタンアグンイスラミック大学歯学部
ハサヌディン大学歯学部
ウダヤナ大学
マハサラスワティ・デンパサール大学歯学部
朝鮮大学歯学部
中国医科大学口腔医学院
上海交通大学医学院附属第九人民医院
フィニス テラーエ大学歯学部
メトロポリア応用科学大学リハビリテーション・医療検査学部
ジャダプール大学学際的研究・法学・経営学部
インド国政府科学技術省生物資源持続型開発研究所（ISBD）
スマトラ・ウタラ大学薬学部
大理大学薬学化学院
天津医科大学薬学院
ノースカロライナ大学チャペルヒル校エシェルマン薬学部
ブリティッシュコロンビア大学薬学部
中国科学院広西植物研究所
コロラド大学ボルダー校

ラインマイン応用科学大学工学部
ノースマハラシュトラ大学化学部、生命科学部、物理科学部、
数理科学部、計算機科学部及び科学技術院

ドクターババサヘブアンベドカルマラツワダ大学理学部
バラティ ビドゥヤピース ディームド大学工学部
東義大学大学院
南台科技大学工学部
モンゴル科学技術大学情報通信技術学部
ブルノ工科大学中央ヨーロッパ技術研究所（CEITEC）
トゥールーズ工科大学
広東海洋大学農学部
淡江大学推広教育室
東亜大学考古美術史学科

大学間協定

部局間協定
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わ
ざ
わ
ざ
送
っ
て
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。遠
く
離
れ
て
い
る
の
で
、こ
の

よ
う
な
形
で
息
子
の
学
校
の
様
子
が
知
れ

て
あ
り
が
た
い
で
す
。来
年
は
制
限
が
解
除

さ
れ
て
大
学
祭
を
見
に
行
っ
て
み
た
い
も
の

で
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
本
学
で
も
3
年
ぶ
り
に
対
面

式
で
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
度
は
対
面
授
業
も
全
面
的
に
広
が
り
、

よ
り
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
大
学
の
姿
へ
と

戻
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
も
ぜ
ひ
大
学
祭
な
ど
に

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
学
生
の
活
動

を
直
接
見
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

息
子
が
入
学
し
て
か
ら
、一
人
暮
ら
し
を

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、徳
島
大
学
の
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
広
報
誌
が
あ
り
、学
生
生

活
を
感
じ
る
冊
子
で
毎
回
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。そ
の
冊
子
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
話
す
こ
と
も
あ
り
、感
謝
し
て
お
り
ま

す
。6
年
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
年
の
間
、
と
くtalk

を
読
ん
で
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
本
誌
が
ご
家
族
の
話
題
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
の
こ
と
は
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
と
くtalk

は

H
P
上
で
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
子
息
・
ご
息
女
が
ご
卒
業

さ
れ
た
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
お

読
み
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
徳
島
大

学
も
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い

で
す
。

　

徳
島
大
学
の
魅
力
向
上
の
た
め
、先
端

最
新
技
術
の
研
究
や
特
色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
大
い
に
発
信
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
は
医
工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
な

ど
徳
島
大
学
が
進
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
年
度
も
読
者
の
皆
さ
ま

が
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
頂
け
る
よ

う
な
特
集
や
内
容
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
気
に
な
る
内

容
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
今
後

も
ご
意
見
を
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

子
ど
も
が
在
籍
し
て
い
る
大
学
の
情
報

が
き
れ
い
な
冊
子
で
届
く
の
で
、少
し
楽
し

み
で
は
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
学
、地
方

大
学
と
い
う
の
も
あ
り
、閉
塞
感
を
常
に
抱

い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
子
ど
も
の
姿
に
胸

が
痛
い
。活
気
が
み
ら
れ
な
い
。大
学
入
学

後
、い
ろ
い
ろ
と
苦
労
し
た
よ
う
で
目
標
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。田
舎
の
大
学
で

は
あ
る
が
、土
地
柄
を
打
破
し
、開
拓
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
な
と「
と
くtalk

」を
読
み

な
が
ら
い
つ
も
思
っ
て
い
る
し
、望
ん
で
い
る
。

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
生
生
活
は
、
こ
れ

ま
で
と
比
べ
て
閉
塞
感
を
抱
き
や
す

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
存
じ

ま
す
。
本
年
度
は
環
境
が
改
善
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
失
っ
た
も
の
を
す
ぐ
に
取
り
戻

す
の
も
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
。
徳

島
大
学
で
は
、
先
端
的
な
研
究
か
ら
、

地
方
な
ら
で
は
の
地
域
と
の
連
携
な

ど
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
そ
の
よ
う

な
特
集
も
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
く

talk

が
大
学
で
の
目
標
な
ど
を
改
め
て

考
え
る
機
会
と
な
れ
る
よ
う
に
、
本

編
集
専
門
部
会
も
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ご
質
問
に

一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

と
くtalk

編
集
専
門
部
会
か
ら

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

バックナンバーは
上記よりご覧いただけます

メールマガジン とくだい通信
　本学の学生活動や地域との連携、一般公開講座のご案内など、様々な徳大
ニュースをお届けするメールマガジン「とくだい通信」を、月1回配信しています。ど
なたでもご覧いただけますので、ぜひ以下から配信登録をお願いいたします。

■登録方法
1. メール本文に、配信先メールアドレス、氏名、本学との関係（卒業生、保護者、所属等）を明記
2. koho@tokushima-u.ac.jpまでメール
3. 配信登録いただいた月末より配信開始

【百寿の門柱】
　常三島キャンパス東西の敷地のあいだ
に佇む門柱。何気なく通り過ぎているかもし
れませんが、実は…大正11年10月徳島高
等工業学校創立当時からあるものです。
　当時、徳島高等工業学校の本科に
は、土木工学科・機械工学科・応用化学科

（製薬化学部）があり、現在の理工学部
はもちろん、実は薬学部の前身にもあたり
ます。
　門柱は現在2基を残すのみ。ただ今
100歳、百寿の門柱に、徳島大学の歴史
を感じてみてください。

vol.1

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
技
術
ギ
ャ
ッ
プ
）」
及

び
「
研
究
と
社
会
実
装
の
間
の
ギ
ャ
ッ

プ
（
事
業
化
ギ
ャ
ッ
プ
）」
を
解
消
す
る

た
め
、
各
種
開
発
技
術
の
事
業
化
判
断

を
可
能
に
す
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
作
成
と
、

そ
れ
を
通
じ
た
県
内
外
企
業
人
材
育
成

を
行
う
た
め
の
組
織
「
次
世
代
光
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
（
仮
称
）」
を

本
学
内
に
創
設
し
、
研
究
か
ら
事
業
化

へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
展
開
を
図
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
康
楽
賞
贈
与
式
を

開
催
し
ま
し
た

　
令
和
4
年
度
の
康
楽
賞
受
賞
者
（
教

員
12
名
、
学
生
48
名
（
う
ち
学
術
研
究

関
係
24
名
、
奨
学
生
24
名
））
が
決
定
し
、

2
月
7
日
、
長
井
記
念
ホ
ー
ル
に
お
い

て
贈
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

康
楽
賞
は
、
公
益
財
団
法
人
康
楽
会

よ
り
、
本
学
の
教
員
で
そ
の
研
究
に
成

果
の
あ
っ
た
者
及
び
本
学
の
学
生
で
学

業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
者
に
対
し
、
賞

状
、
賞
金
及
び
奨
学
金
が
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
今
回
で
72
回
目
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

本
学
が
参
画
す
る
徳
島
県
の

「
次
世
代〝
光
〞創
出・応
用
に
よ
る

産
業
振
興・若
者
雇
用
創
出
計
画

〈
展
開
枠
〉」が
採
択
さ
れ
ま
し
た

平
成
30
年
度
地
方
大
学
・
地
域
産
業

創
生
交
付
金
事
業
（
以
下
、「
交
付
金
事

業
」）
の
採
択
自
治
体
を
対
象
と
し
た
、

国
費
支
援
終
了
後
の
特
例
的
追
加
投
資

「
展
開
枠
」（
以
下
、「
展
開
枠
」）
の
交

付
対
象
事
業
と
し
て
徳
島
大
学
が
参
画

す
る
、
徳
島
県
の
「
次
世
代
〝
光
〞
創

出
・
応
用
に
よ
る
産
業
振
興
・
若
者
雇

用
創
出
計
画
〈
展
開
枠
〉」
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

展
開
枠
で
は
、
次
世
代
移
動
通
信
に

向
け
た
「
オ
ー
ル
光
型
テ
ラ
ヘ
ル
ツ
通

信
」
と
家
庭
内
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
向
け

た
「
メ
タ
マ
テ
リ
ア
ル
を
用
い
た
非
侵

襲
呼
気
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
」 

を
研
究
重

点
2
分
野
と
位
置
付
け
、
世
界
レ
ベ
ル

の
成
果
創
出
と
社
会
実
装
を
目
指
し
ま

す
。
こ
れ
に
並
行
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

交
付
金
事
業
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、

「
ポ
ス
ト
L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究

所
創
出
技
術
と
県
内
外
企
業
現
有
技
術

響
で
、
一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
3
年
ぶ
り
に
対
面
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
贈
与
式
で
は
、
各
部
門
の
代
表
者

に
公
益
財
団
法
人
康
楽
会
三
木
緑
理
事

長
か
ら
賞
状
、
賞
金
及
び
奨
学
金
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部
・
保

坂
啓
一
教
授
よ
り
公
益
財
団
法
人
康
楽

会
に
対
し
て
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

日本学生支援機構奨学金
貸与奨学金には「第一種奨学金（無利子貸与）」と「第二種奨学金（有利子貸与）」
があり、令和2年度より国が実施する「高等教育の修学支援新制度」として、給付
奨学金制度が実施されています。定期採用の募集案内は4月上旬になります。申
込から振込までの流れや手続きについての詳細はホームページをご確認ください。

日亜特別待遇奨学金
理工学部の日亜特別待遇奨学金は、日亜化学工業株式会社様のご厚志により
贈られた寄附金を原資として、学業、人物とも優秀な学生に対し返済義務を課さな
い奨学金を給付する特別待遇奨学制度として平成17年に発足しました。詳細は
理工学部ホームページをご確認ください。

奨学金のご案内について

徳島大学理工学部ホームページ（奨学金）徳島大学ホームページ（奨学金）

https://www.tokushima-u.ac.jp/
campus/scholarship/scholarship.html

https://www.tokushima-u.ac.jp/
st/campus/campuslife/NICHIAsupport_scholarship.html


